
爛
漫
の
桜
の
下
を

　
華
麗
な
だ
ん
じ
り
が
駆
け
上
が
る

　市内の各地で行われた春祭りでは、地域の男

衆が豪華絢爛なだんじりを威勢良く練り歩き、

五穀豊穣や無病息災などを祈願しました。

　４月９日に行われた賀集八幡神社春祭りで

は、咲き誇る桜と、赤い布団だんじりの共演が

見られ、多くの見物人で賑わいました。（写真）４月９日・賀集八幡神社参道

南あわじ
広報
2017№148５月
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よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

守
本
市
長
は
「
ク
イ
ー
ン
淡

路
と
し
て
淡
路
島
全
体
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　

２
人
は
来
年
３
月
ま
で
の
１

年
間
、
ク
イ
ー
ン
淡
路
と
し
て

島
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参

加
し
て
魅
力
を
伝
え
て
い
く
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ー
の
普
及
に
努
め
る
原
口
淳

さ
ん
は
、
こ
の
本
を
通
し
て
子

ど
も
の
頃
か
ら
同
マ
ナ
ー
を
知

り
、
実
践
し
て
欲
し
い
と
の
思
い

か
ら
各
小
学
校
に
２
冊
ず
つ
と

図
書
館
な
ど
、
合
計
40
冊
の
本

を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

原
口
さ
ん
は
「
自
分
と
は
違

う
誰
か
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
考

え
、
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

は
、
戦
争
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら

れ
た
人
た
ち
、
遺
族
を
は
じ
め
、

戦
後
復
興
に
苦
労
さ
れ
た
人
た

ち
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
全
て

の
人
が
命
の
尊
さ
と
平
和
の
大

切
さ
を
認
識
し
、
戦
争
に
対
す

る
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
列
者
全
員
が
献

花
台
に
白
菊
を
供
え
、
戦
没
者

の
追
悼
と
不
戦
へ
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

淡
路
島
び
ら
き
が
開
催
さ
れ

た
３
月
12
日
に
第
37
代
ク
イ
ー

ン
淡
路
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た

松
下
有
沙
さ
ん
（
榎
列
出
身
）

と
宮
本
利
奈
さ
ん
（
賀
集
出
身
）

が
４
月
５
日
、
守
本
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

２
人
か
ら
は
「
ク
イ
ー
ン
淡

路
と
な
り
、
新
た
な
淡
路
島
の

魅
力
も
発
見
で
き
た
。
多
く
の

人
に
こ
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る

向
き
合
い
方
や
サ
ポ
ー
ト
方
法

の
普
及
を
図
っ
て
い
る
日
本
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
協
会
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
の
啓
発
の
た

め
、
日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
、

絵
本
「
Ｍ
ａ
ｙ　

I 

ｈ
ｅ
ｌ
ｐ　

Ｕ
ｎ
ｉ
？ 

〜 

み
ん
な
が 

う
れ
し

い 

ま
ほ
う
の 

こ
と
ば 

〜
」
を
発

行
し
ま
し
た
。

　

八
木
出
身
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ

　

先
の
大
戦
で
戦
地
に
赴
き
、
ま

た
戦
禍
を
被
る
な
ど
、
そ
の
尊
い

命
を
落
と
さ
れ
た
２
４
９
９
柱
の

御
英
霊
の
平
安
と
恒
久
平
和
を

祈
り
「
平
成
29
年
度
南
あ
わ
じ

市
戦
没
者
追
悼
式
」が
４
月
８
日
、

文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
遺
族
ら
約
３
５
０
人

が
参
列
。
舞
台
に
設
け
ら
れ
た

慰
霊
碑
に
御
魂
を
招
き
、
戦
没

者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

守
本
市
長
は
「
私
た
ち
が
享

受
し
て
い
る
平
和
と
繁
栄
、
そ

し
て
こ
の
美
し
い
南
あ
わ
じ
市

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
昨
年
か

ら
市
内
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
「
南
あ
わ
じ
旬
だ
よ
り
」
と

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ペ
ー
ジ

「
南
あ
わ
じ
旬
だ
よ
り
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
（@

m
in

am
iaw

aji_

city

）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

フ
ォ
ロ
ー
い
た
だ
き
、
一
緒
に
南

あ
わ
じ
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
「
旬
」
な
写
真
募
集
！

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ペ
ー
ジ
開

設
を
記
念
し
て
、
現
在
、
広
く

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
７
日
（
日
）
ま
で

▽
応
募
方
法　

❶
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
フ
ォ
ロ
ー 

❷
写
真
を
撮

影
❸
決
め
ら
れ
た
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
を
つ
け
て
投
稿

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

淡
路
鉄
道
や
阿
波
踊
り
大
会
な
ど

「
淡
路
の
む
か
し
の
写
真
展
」

戦没者の御英霊の平安を祈り白菊を献花する遺族ら

▲市公式インスタグラムページ（上）と二次元コード（下左）、
　市公式フェイスブックページ二次元コード（下右）

3 ２

昔
の
写
真
を
懐
か
し
そ
う
に
眺
め
て
い
る

来
館
者

浅
井
教
育
長
に
絵
本
を
手
渡
す
原
口

さ
ん（
右
）

守
本
市
長
を
訪
問
し
た
ク
イ
ー
ン
淡
路

の
松
下
さ
ん（
左
）と
宮
本
さ
ん（
右
）

市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

恒久平和を祈り、
戦没者追悼式を挙行 第　

代
ク
イ
ー
ン
淡
路
が

守
本
市
長
を
表
敬
訪
問

37

　

40
年
以
上
前
の
淡
路
島
の
自

然
や
町
並
み
、
行
事
な
ど
の
写

真
36
点
を
集
め
た
「
淡
路
の
む

か
し
の
写
真
展
～
し
ぜ
ん
・
ま

ち
・
く
ら
し
～
」
が
３
月
25
日

か
ら
４
月
23
日
ま
で
、
市
立
図

書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
写
真
展
は
、
県
立
人
と
自

然
の
博
物
館
と
市
立
図
書
館
が

主
催
。
写
真
は
、
当
広
報
紙
で

募
集
し
、
約
10
人
か
ら
提
供
を

受
け
ま
し
た
。

　

❶
淡
路
鉄
道
の
電
車
（
福
良

甲
）
や
、❷
阿
波
踊
り
大
会
（
福

良
五
分
一
町
）、
❸
頭
の
上
に

大
き
な
荷
物
を
載
せ
て
運
ぶ
女

性
（
灘
仁
頃
）、
❹
沼
島
の
八

幡
神
社
前
な
ど
古
い
写
真
が
展

示
さ
れ
、
来
館
者
は
懐
か
し
そ

う
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

❶❷

❹ ❸

絵
本
「
Ｍメ

イ
ａ
ｙ　
Ｉア
イ　

ｈヘ

ル

プ

ｅ
ｌ
ｐ　

Ｕユ

ニ
ｎ
ｉ
？
」

を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た

市政ひろば
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細
川
知と

も
ひ
ろ大

さ
ん
（
八
木
）
が

４
月
１
日
、
南
あ
わ
じ
市
消
防

団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
市
消
防
団
の
幹
部
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

団
長　
　
　
　
　

細
川
　
知
大

選
任
副
団
長　
　

波
戸
崎
直
弘

　
　
　
　
　
　
　

藤
原
　
広
規

方
面
隊
長

　

第
１
方
面　
　

楮
　
　
大
尚

　

第
２
方
面　
　

正
木
　
秀
和

　

第
３
方
面　
　

清
水
　
英
一

　

第
４
方
面　
　

中
川
　
順
博

方
面
副
隊
長

　

第
１
方
面　
　

奥
田
　
泰
大

　

第
２
方
面　
　

土
居
　
貴
志

　

第
３
方
面　
　

井
上
　
英
樹

　

第
４
方
面　
　

福
本
　
章
良

選
任
分
団
長
（
地
区
名
）

　

阪
本
彰
宏
（
広
田
）
秀
充
浩

（
緑
倭
文
）
中
村
友
基
（
松
帆
）

　
豊
田
哲
也
（
湊
）
道
上
哲
治

（
津
井
）
近
藤
順
哉
（
阿
那
賀
）

宮
本
一
磨
（
伊
加
利
）
金
崎

由
季
生
（
西
淡
志
知
）
岩
口

智（
榎
列
）片
井
淳
之（
八
木
）

木
下
裕
道
（
市
）
村
本
明
義

（
神
代
）
杉
本
政
幸
（
三
原
倭

文
）
宮
本
昌
典
（
三
原
志
知
）

荒
木
義
久
（
福
良
）
久
保
田

康
民
（
賀
集
）
武
岡
康
智
（
北

阿
万
）
太
田
和
明
（
潮
美
台
）

宮
本
芳
幸
（
阿
万
）
立
花
巧

（
灘
）
平
井
一
也
（
沼
島
）

車
座
で
意
見
交
換
を
行
う
21
地
区
代

表
者
と
市
３
役
及
び
幹
部
職
員
ら

消
防
団
長
・
幹
部
団
員
の
紹
介

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
長
委
嘱
式

兼
地
区
公
民
館
長
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
話
と
行
動
の
ま
ち
づ
く
り
へ

～
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
～

　

ー
長
兼
公
民
館
長
は
次
の
と

　

お
り
で
す
。
敬
称
略
（
地
区
）

　
小
坂
　
利
夫　

(

広　

田)

　
片
山
　
雅
弘
　(

倭　

文)

　
居
内
　
和
廣
　(

松　

帆)

　
村
上
真
知
雄
　(　

湊　

)

　
前
谷
　
史
郎
　(

津　

井)

　
中
尾
　
隆
太
　(

丸　

山)

　
仲
野
　
公
子
　(

阿
那
賀)

　
北
條
　
　
明
　(

西
淡
志
知)

　
高
辻
　
隆
雄
　(

榎
列
・
倭
文)

　
赤
松
　
慶
久
　(

八　

木)

　
喜
田
　
展
弘
　(　

市　

)

　
久
田
三
枝
子
　(
神　

代)

　
関
口
　
　
功
　(
三
原
志
知)

　
宗
田
　
　
健
　(

福　

良)

　
中
田
眞
　

一　
郎
　(

賀　

集)

　
竹
内
　
秀
次
　(

北
阿
万)

　
細
川
　
貴
弘
　(

潮
美
台)

　
土
井
本
　
環
　(

阿　

万)

　
西
田
　
　
光
　(　

灘　

)

　
榎
本
　
　
貢
　(

沼　

島)

　

防
犯
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

補
助
や
効
果
、
防
災
で
は
た
め
池

の
調
査
や
道
路
の
冠
水
対
策
、
人

材
確
保
で
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

推
進
支
援
な
ど
活
発
な
意
見
や
課

題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

守
本
市
長
は
「
行
政
が
や
る
べ

き
こ
と
、
自
治
会
側
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
、今
後
も
議
論
し
た
い
」

と
代
表
者
ら
に
協
力
を
求
め
ま

し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
理

事
の
21
地
区
代
表
者
と
、
市
３
役

及
び
幹
部
職
員
ら
が
、
地
域
の
課

題
や
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
を

４
月
11
日
、
市
役
所
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

同
懇
談
会
で
、
対
話
形
式
に
よ

り
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
机
を

無
く
し
、
防
犯
や
防
災
、
人
材
確

保
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

 　先日、南あわじ市スポーツ賞表彰式で、これ
から伸びゆく多くの子どもたちを表彰させていた
だいた。南あわじ市は、指導者の方も熱心で、青
少年スポーツが盛んであると感じる。
　私自身も運動好きで、大学の時にはテニスコー
トにいる時間が長すぎて卒業が一年遅れたほどで
ある。その後の職業選択では、室内で仕事をする
公務員になったのだが、スポーツをやっていて良
かったと思うことはいくつもある。
　とりわけ直接役立ったのは、パリにある国際エ
ネルギー機関の日本代表部に勤務した時である。
世界各国から職歴も世代も多様な職員が集まって
おり、母国語も文化もバラバラ、共通の話題を見
つけるのも難しい。当初は、どうやって仲間に入
れてもらうか悩んだものである。しかし、スポー
ツ愛好者が多かったので、私も職員のサッカーク
ラブに入ったり、テニスを一緒にプレーするよう
になった。
　すると、仕事が急にはかどるようになった。そ

入学宣誓式
　吉備国際大学高梁キャンパス（岡山県高梁市）
で 4 月 3 日、入学宣誓式が行われ、地域創成農
学部の新入生は入学宣誓書に署名しました。式で
は、眞山滋志学長が新入生の入学を許可するとと
もに、「大学を愛し、しっかりした社会的倫理感を
もって、公正で信頼される人として行動してくださ
い」と新入生を激励しました。

学生カフェの営業日時変更
　５月～ 7 月の営業日時は下記のとおりです。
　都合により変更または休業の場合がありますの
で、大学事務局にお問合せください。
 〇水曜日　午前 10 時～午後 0 時 30 分
 〇金曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
 〇場　所　キャンパス C 棟 2 階カフェテリア
 問大学事務局 ☎ 42-4700

キャンパス見学会（※要申込み）
　高校生だけでなく、保護者やご家族の人たちの
参加も大歓迎です。駐車場も多数あります。ぜひ
一度、キャンパス見学会へお越しください。
◆日時　5 月 21 日（日）
　　　　午後 1 時 30 分～ 4 時
◆内容　学科説明、キャンパス見学、
　　　　個別相談、AO 面談ほか
申 順正学園入試広報室☎ 0120-25-9944

れぞれに利害関心の異なる各国が、自国の立場を
通すために活動するのが国際機関の各国代表の役
目である。共通の利益になることを言っても、「何
か裏がある」という目で見られ、その疑念を払拭
するまでに時間がかかる。反対する国がありそう
だと、ますます受け入れてくれない。しかし、親
しくなり信頼関係が出来ると、本音で話すことが
できる。「皆の利益だ」と言えば、オッケーとな
るし、「いくつかの国は反対するかも知れないが、
日本はこうしたい」と言えば、「通す保証はでき
ないが、議題にしてみよう」となる。結論が出る
までの時間が非常に短くなった。
　その信頼関係とは何だったのか。スポーツをし
ている時は、仕事以上に人間性が露わになる。勝
負がかかっていてもフェアプレーに徹する人は、
仕事でも、相手を罠にかけたり、裏切ったりする
人ではないと見られる。その逆の例も現実に見て
きた。青少年スポーツの指導者の方には、目先の
勝負の誘惑に駆られることなく、子どもの長い将
来を見据えてフェアプレーの精神を育てていただ
きたいと感じている。

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
長
委
嘱

式
兼
地
区
公
民
館
長
任
命
式
が

４
月
３
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

守
本
市
長
か
ら
代
表
し
て
中

田
眞
一
郎
氏
に
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
長
委
嘱
状
が
、
浅
井
教
育

長
か
ら
代
表
し
て
居
内
和
廣
氏

に
公
民
館
長
任
命
書
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

※
各
地
区
の
市
民
交
流
セ
ン
タ

▲細川消防団長

市民の生命・財産を守るため、日々活動する消防団員

南あわじ市長 守本 憲弘

市政ひろば

スポーツの効用



近
江
佐
栄
子
、
古
川
祥
司

谷
口
太
輔
、
東
　
智
美

坂
本
真
望
、
入
谷
恵
祐

冨
山
裕
貴
、
斉
藤
浩
平

河
邊
さ
き
、
松
﨑
宏
美

澤
田
若
菜

【
環
境
課
】

課
長
兼
衛
生
セ
ン
タ
ー

所
長
　
廣
内
繁
一

職
員
　
堀
井
正
弘

堀
　
祥
夫
、
山
口
江
美

三
宅
哲
也
、
廣
瀬
成
史

向
井
　
聡

福
祉
部

部
長
　
藤
　

岡
　

崇
　

文

【
福
祉
課
】

課
長
　
齋
藤
浩
二

職
員
　
吉
原
千
佳

河
井
美
和
、
金
山
知
史

佐
藤
秀
明
、
前
川
恵
理

高
野
晴
充
、
仲
野
裕
恵

西
川
純
歩
、
山
下
智
沙

濵
口
知
明
、
大
濱
　
恵

橋
本
知
佳

【
子
育
て
支
援
課
】

課
長
兼
児
童
館
長

　
　
　
児
玉
裕
仁

職
員
　
真
野
律
子

秦
　
優
子
、
酒
部
美
里

柏
木
映
理
子
、
前
川
恭
範

豊
田
章
裕
、
谷
口
裕
佳

【
長
寿
福
祉
課
】

課
長
　
静
永
峯
雄

職
員
　
岡
本
良
次

橋
本
里
美
、
榎
本
　
新

濱
田
善
子
、
河
辺
史
子

田
坂
千
佐
美
、
井
上
美
奈
子

出
田
美
由
紀
、
安
部
こ
ず
恵

小
島
朋
代
、
居
内
昭
人

原
坂
浩
司
、
森
崎
研
一

榎
勢
美
和
、
安
冨
哲
啓

一
井
奈
美

【
情
報
課
】

課
長
　
木
田
博
仁

職
員
　
奥
田
泰
大

赤
井
達
弘
、
山
野
絵
美

前
野
洋
司
、
中
野
尚
美

辻
西
　
敦
、
原
田
恭
宏

木
場
大
登
、
増
田
賢
司

白
川
幸
正
、
勢
戸
理
恵

砂
川
貴
弘
、
小
西
琢
也

企
画
部

部
長
（
兼
う
ず
し
お
世

界
遺
産
推
進
担
当
課
長
）

　
　
　
堤
　
　
省
　
司

【
秘
書
課
】

課
長
　
前
田
秀
美

職
員
　
古
川
浩
司

土
居
正
典
、
山
口
明
宏

前
川
知
住
、
林
　
　
誠

竹
内
ま
り
の

【
ふ
る
さ
と
創
生
課
】

課
長
　
栄
井
賢
次

職
員
　
中
尾
あ
か
ね

富
山
明
宏
、
秦
　
伸
行

福
井
真
美
、
濵
田
直
人

善
甫
忠
昭
、
細
川
隆
弘

西
野
実
希

【
商
工
観
光
課
】

課
長
　
川
上
洋
介

職
員
　
三
明
耕
司

阿
部
志
郎
、
千
川
佳
奈

佐
々
木
祐
輔
、
並
木
慶
彰

藤
本
佳
幸
、
増
田
敦
大

林
め
ぐ
み
、
福
原
真
里
奈

【
う
ず
し
お
世
界
遺
産

推
進
課
】

課
長
　（
堤
企
画
部
長

議
会
事
務
局

事
務
局
長
（
部
長
）

　
　
　
垣
　
　
光
　
弘

【
議
会
事
務
局
】

課
長
　
原
口
言
美

職
員
　
船
本
有
美

佐
々
木
友
美
、
川
添
卓
也

大
原
圭
史

総
務
部

部
長
　
佃
　
　
信
　
夫

【
総
務
課
】

課
長
（
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
）

　
　
　
井
上
拓
也

職
員
　
奥
野
大
輔

野
田
憲
範
、
谷
口
直
美

前
川
倫
章
、
大
上
聡
美

榎
本
裕
文
、
碇
　
真
紀

山
本
克
己
、
野
上
典
子

江
本
大
志

【
財
政
課
】

課
長
　
河
井
達
雄

職
員
　
田
村
智
巨

丸
永
剛
之
、
川
口
智
弘

内
山
賢
一
、
仲
野
隆
行

神
代
将
史

【
管
財
課
】

課
長
　（
河
井
財
政
課

長
兼
務
）

職
員
　
東
　
和
幸

市
職
員
の
配
置

兼
務
）

危
機
管
理
部

部
長
兼
危
機
管
理
課
長

　
　
　
北
　
口
　
　
力

【
危
機
管
理
課
】

職
員
　
長
谷
川
亮
治

福
田
晃
久
、
船
越
直
子

野
上
恒
史
、
吉
田
知
子

彦
坂
和
宏
、
稲
本
順
也

武
市
知
也
、
河
尻
将
登

坂
本
大
樹

市
民
部

部
長
　
山
　

崎
　

稔
　

弘

【
市
民
課
】

課
長
　
西
庄
　
登

職
員
　
板
野
あ
ゆ
美

島
田
美
穂
、
土
居
真
夕

奥
野
祥
子
、
長
濱
美
海
子

髙
瀬
真
弓
、
原
坂
泰
子

上
野
百
恵
、
真
野
匡
史

井
筒
あ
ゆ
み
、
榎
本
小
百
合

榎
本
寛
子
、
河
崎
裕
美

西
久
保
絵
理
、
森
崎
ひ
と
み

伊
吹
美
喜
子
、
久
保
友
紀
子

眞
野
　
瑞
、
坂
本
奈
津
実

柏
木
綾
乃
、
長
谷
佑
愛

【
市
民
協
働
課
】

課
長
兼
沼
島
出
張
所
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
長
　
中
嶋
宏
昭

職
員
　
山
家
光
泰

中
村
紀
美
、
川
上
佐
永
子

露
本
和
也
、
楠
原
靖
人

【
税
務
課
】

課
長
　
赤
松
裕
子

職
員
　
本
田
和
也

松
山
　
勤
、
船
本
武
身

東
根
崇
弘
、
森
花
愛
子

坂
本
温
代
、
庄
田
光
男

豊
田
千
和
、
武
田
知
香

里
村
友
理
子
、
坂
本
裕
美

阿
部
沙
織
、
村
上
奈
々

【
健
康
課
】

課
長
　
西
岡
義
文

職
員
　
村
本
み
ゆ
き

位
高
千
秋
、
澤
田
真
紀

西
谷
由
佳
、
荒
木
柳
子

譽
田
志
緒
理
、
内
原
孝
美

小
林
有
美
、
真
野
多
江

瓶
井
彰
人
、
玉
久
保
友
里

肥
田
理
江
、
汐
後
佳
世
子

古
池
美
穂
、
曽
根
英
次

川
上
幸
恵
、
野
口
恵
利
奈

農
林
水
産
部

部
長
　
赤
　

松
　

啓
　

二

部
長
兼
食
の
拠
点
推
進

課
長
（
農
水
商
工
観
光

連
携
担
当
）

　
　
　
喜
　

田
　

憲
　

和

【
農
林
振
興
課
】

課
長
　
榎
本
輝
夫

職
員
　
田
中
章
次

山
形
さ
ゆ
り
、
原
　
匡
宏

柴
田
泰
子
、
柏
木
真
樹

田
村
文
明
、
細
川
智
佳
子

濟
藤
貴
志
、
徳
田
　
剛

前
田
　
亮
、
永
樂
大
樹

箕
浦
彰
子
、
原
田
智
世

【
食
の
拠
点
推
進
課
】

課
長
（
喜
田
農
林
水
産

部
付
部
長
兼
務
）

職
員
　
濱
田
成
章

【
農
地
整
備
課
】

課
長
　
和
田
昌
治

職
員
　
安
田
文
子

土
井
　
勤
、
福
岡
　
武

前
川
祥
一
、
山
本
高
広

土
井
孝
行
、
川
添
雅
弘

土
居
祐
介
、
雨
堤
剛
史

小
田
敏
文
、
須
方
駿
介

【
水
産
振
興
課
】

課
長
　
加
野
泰
生

職
員
　
磯
見
俊
仁

粂
川
義
雅

建
設
部

部
長
　
原
　

口
　

久
　

司

【
建
設
課
】

課
長
　
仲
山
和
史

職
員
　
玉
久
保
博
和

新
地
重
幸
、
村
上
雅
文

山
崎
千
和
紀
、
前
田
直
樹

前
田
有
治
、
堀
川
昌
志

深
川
雄
次
、
橋
本
正
人

大
濵
　
貢
、
萩
山
能
宏

中
谷
　
晃
、
興
津
佑
治

中
川
世
理
奈
、
岡
内
優
貴

川
上
友
輔

【
都
市
計
画
課
】

課
長
　
稲
本
幸
児

職
員
　
清
水
信
彰

助
嶋
　
透
、
森
　
正
和

小
林
智
幸
、
安
田
由
美

原
口
　
涼
、
増
井
一
馬

【
下
水
道
課
】

課
長
　
村
本
　
透

職
員
　
堀
田
好
美

倉
本
雅
文
、
白
瀬
由
美

上
田
一
路
、
榎
勢
陽
一

郷
　
佳
広
、
北
井
一
也

高
田
智
之
、
岩
倉
ゆ
か
り

古
川
実
香
、
島
田
智
章

森
下
亜
紀
子
、
榎
本
康
孝

入
谷
和
佳
、
田
中
か
お
り

【
会
計
課
】

会
計
管
理
者
（
部
長
）

兼
会
計
課
長

　
　
　
塔
　

下
　

佳
　

里

職
員
　
郷
野
仁
史

小
松
律
子
、
上
田
千
春

大
西
重
三
子
、
西
村
竜
也

教
育
委
員
会

教
育
次
長
（
部
長
）

　
　
　
福
　

原
　

敬
　

二

【
教
育
総
務
課
】

課
長
　
山
見
嘉
啓

職
員
　
坂
田
真
由
美

興
津
武
秀
、
池
本
達
哉

新
地
美
里
、
榎
本
良
一

【
学
校
教
育
課
】

課
長
　
山
川
直
樹

職
員
　
木
場
直
子

森
山
雅
生
、
宮
内
　
博

居
神
さ
ゆ
り
、
前
谷
光
宣

松
本
潤
子
、
横
野
有
香

【
社
会
教
育
課
】

課
長
　
福
田
龍
八

職
員
　
山
本
伸
一

角
所
亮
史
、
名
尾
卓
人

興
津
洋
佑
、
岡
田
明
日
美

【
体
育
青
少
年
課
】

課
長
　
松
本
典
浩

職
員
　
西
岡
幸
子

秀
　
充
浩
、
森
浦
勇
人

辛
川
　
文
、
久
留
米
三
四
郎

坂
本
和
哉

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長
（
井
上
総
務
課

長
兼
務
）

書
記
（
総
務
課
奥
野
・

前
川
・
江
本
兼
務
）

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）　

　
　
　
佐
藤
佳
史

市

長

　
　
守
　
本
　
憲
　
弘

副
市
長

　
　
馬
　
部
　
総
一
郎

教
育
長

　
　
浅
　
井
　
伸
　
行

職
員
　
廣
瀬
ち
さ

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）　

　
　
　
藤
本
和
宏

職
員
　
奈
良
雄
規

椚
田
華
緒
理
、
孝
田
　
歩

出
　
先
　
機
　
関

【
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘
】

支
配
人
（
課
長
）　

　
　
　
中
村
尚
之

職
員
　
西
岡
雅
樹

宮
本
勇
輝
、
姥
谷
和
彦

平
山
　
晃
、
玉
久
保
透

田
浦
丈
二
、
大
亦
宏
明

前
川
正
英

【
広
田
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
広
田
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
児
玉
光
男

井
戸
麻
理
子

【
倭
文
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
倭
文
公
民
館
）】

職
員
　
渡
辺
美
男

【
松
帆
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
松
帆
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
松
下
章
二

【
湊
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
湊
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
垣
本
秀
子

【
丸
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
丸
山
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
馬
野
　
徹

【
阿
那
賀
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
阿
那
賀
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
雨
堤
知
世

【
榎
列
倭
文
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
榎
列
公
民
館
）】

職
員
　
島
　
　
誠

【
八
木
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
八
木
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
近
藤
ひ
か
り

【
神
代
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
神
代
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
榎
本
暉
重

【
福
良
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
福
良
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
釣
島
章
継

清
水
麻
貴

【
賀
集
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
賀
集
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
中
野
富
美
子

【
北
阿
万
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
北
阿
万
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
樫
本
昌
明

【
阿
万
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
阿
万
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
松
本
奈
生
子

【
灘
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
灘
地
区
公
民
館
）】

職
員
　
藤
田
隆
翁

【
沼
島
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
沼
島
出
張
所
・
沼
島
地
区

公
民
館
）】

職
員
　
浦
﨑
基
代

中
川
達
也

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
廣
内
環
境
課
長

兼
務
）

職
員
　
喜
田
雅
史

山
田
雅
文
、
別
所
正
俊

東
大
輔

【
火
葬
場
】

職
員
　
菊
川
政
次

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長
　
本
田
　
睦

職
員
　
森
下
さ
お
り

鯉
森
あ
ず
さ
、
藤
本
裕
美

秋
田
昌
代
、
原
田
知
江

稲
山
絵
美
、
奥
田
夢
加

【
倭
文
保
育
園
】

所
長
　
大
瀬
滝
実
子

職
員
　
長
尾
ま
ゆ
み

川
崎
貴
子
、
前
田
美
悠
紀

【
榎
列
保
育
所
】

所
長
　
榎
本
ひ
と
み

職
員
　
石
井
真
由
美

田
中
利
佳
、
西
尾
美
由
紀

小
池
こ
こ
ろ
、
森
高
愛
弓

【
八
木
保
育
所
】

所
長
　
吉
田
明
代

職
員
　
森
い
つ
み

西
　
明
子
、
飛
田
里
奈

雨
堤
裕
子

【
市
保
育
所
】

所
長
　
藤
本
純
子

職
員
　
中
田
叶
江

山
﨑
あ
け
み
、
池
尻
真
希

藤
井
奈
美
、
砂
尾
珠
美

森
　
愛
華

【
神
代
保
育
所
】

所
長
　
山
口
由
加
子

職
員
　
奥
村
裕
子

角
所
ゆ
か
り
、
佐
藤
　
航

【
志
知
保
育
所
】

所
長
　
藤
江
朝
子

職
員
　
上
田
千
代
美

田
村
恵
奈

【
ち
ど
り
保
育
所
】

所
長
　
宗
田
幸
恵

職
員
　
森
本
美
代
子

山
本
早
貴
、
前
田
亜
耶
華

【
賀
集
保
育
所
】

所
長
　
山
口
美
保
子

職
員
　
欅
田
由
香

山
崎
育
子
、
川
原
裕
美
子

林
　
眞
輝

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
田
村
佐
代
子

職
員
　
谷
田
リ
カ

向
　
洋
美
、
土
居
美
帆

【
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
山
﨑
　
泉

職
員
　
久
井
和
美

白
瀬
美
和
、
向
登
志
光

【
児
童
館
】

館
長
（
児
玉
子
育
て
支

援
課
長
兼
務
）

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊
加

利
診
療
所
】

所
長
　
大
鐘
稔
彦
（

嘱
託
）

職
員
　
齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長
　
宮
﨑
美
枝
（

嘱
託
）

職
員
　
北
川
和
美

【
沼
島
診
療
所
】

所
長
　
横
山
龍
治

職
員
　
川
口
明
代

【
中
央
公
民
館
】

館
長
（

課
長
）　
　

永
田
加
織

職
員
　
森
崎
重
夫

生
田
ひ
か
る
、
小
丸
明
子

居
内
淳
代
、
裏
川
知
宏

山
形
成
記

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長
　
坂
本
　
圴

職
員
　
岡
本
未
喜
子

島
田
幸
嗣
、
原
　
雅
世

山
本
八
千
代
、
喜
多
し
げ
み

木
田
和
秀
、
山
口
英
明

【
三
原
中
学
校
】

職
員
　
本
庄
淳
子

【
南
淡
中
学
校
】

職
員
　
斉
藤
　
薫

【
伊
加
利
こ
ど
も
園
】

園
長
　
松
本
恒
子

職
員
　
奥
野
み
の
り

森
本
明
日
香

【
湊
幼
稚
園
】

園
長
　
太
田
千
香
子

河
野
沙
織
、
上
田
千
加

喜
田
さ
つ
き
、
樫
野
尚
子

谷
口
香
織
、
土
居
久
代

河
尻
春
奈
、
山
本
沙
也
香

増
田
由
菜
、
大
川
美
穂

落
合
有
寿
加

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

平
成
29
年
3
月
31
日
付
退

職
者
は
次
の
通
り
で
す
。

小
坂
利
夫
、
橋
本
浩
嗣

北
川
真
由
美
、
高
木
勝
啓

岩
倉
正
典
、
片
山
雅
弘

富
永
文
博
、
阿
部
員
久

大
谷
武
司
、
飛
田
千
景

片
山
明
子
、
山
口
順
子

石
上
京
子
、
中
川
照
己

海
部
美
文
、
高
松
律
子

河
井
久
代
、
吉
田
充
宏 

榎
本
厚
子
、
野
田
ゆ
か
り

中
川
さ
ち
代
、
村
居
豊
子

石
田
緩
子
、
坂
本
初
美

橋
本
い
づ
み
、
喜
多
　
唯

【
兵
庫
県
か
ら
の
派
遣

期
間
満
了
と
な
る
者
】

廣
地
由
幸
（
学
校
教
育

指
導
主
事
）

《
組
織
の
改
編
》

　
今
年
度
か
ら
市
民
部

の
中
に「
市
民
協
働
課
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
協
働
課
で
は
、

市
民
と
の
対
話
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
効
率
的

に
推
進
し
て
い
く
ほ

か
、
人
権
や
消
費
者
等

の
市
民
相
談
業
務
も
行

い
ま
す
。

総
務
課
長
　
土
肥
一
二

【
洲
本
市
・
南
あ
わ
じ

市
衛
生
事
務
組
合
】

職
員
　
藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部
企

画
財
政
局
市
町
振
興
課
】

職
員
　
阿
在
祐
輔

【
淡
路
県
民
局
県
民
交

流
室
未
来
島
推
進
課
】

職
員
　
喜
田
啓
義

【
淡
路
県
民
局
県
民
交
流
室

（「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
事
務
局
）】

職
員
　
阿
萬
野
真
司

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

木
事
務
所
】

職
員
　
中
谷
勇
太

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員
　
榎
本
孝
太
郎

岡
本
直
樹

【
一
般
財
団
法
人
淡
路

島
く
に
う
み
協
会
】

職
員
　
三
谷
香
名

【
独
立
行
政
法
人
国
立
淡

路
青
少
年
交
流
の
家
】

職
員
　
山
口
実
富
雄

【
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
ま

ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
】

職
員
　
魚
谷
英
生

【
南
三
陸
町
災
害
復
興

支
援
派
遣
】

職
員
　
原
田
高
行

【
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
派
遣
】

職
員
　
八
木
瑞
季

【
育
児
休
業
者
等
】

田
口
益
代
、
山
形
恭
子

小
川
浩
子
、
辻
村
智
子

職
員
　
沖
　
　
香

櫻
井
梨
央

【
津
井
幼
稚
園
】

園
長
　
吉
田
美
智
子

職
員
　
入
谷
真
由

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長
　
南
　
雅
子

職
員
　
田
浦
新
太
郎

【
市
立
図
書
館
】

館
長
　
細
川
美
奈

職
員
　
澤
田
浩
明

興
津
育
子

【
玉
青
館
】

職
員
　
福
岡
侑
子

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

職
員
　
山
崎
裕
司

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

的
崎
　
薫

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長
　
垣
貴
美
子

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
垣
働
く
婦
人
の

家
館
長
兼
務
）

職
員
　
大
西
隆
光

【
文
化
体
育
館
】

館
長
　
塙
　
英
明

職
員
　
江
本
典
隆

派
遣
職
員
等

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

総
務
課
長
　
以
頭
和
之

職
員
　
船
木
茂
浩

野
尻
智
康
、
谷
口
伸
治

印
部
泰
男
、
澤
田
晋
吾

原
田
弥
生
、
倉
本
卓
也

的
崎
義
彦
、
西
中
衣
里
子

仲
田
充
穂
、
谷
本
尚
之

浦
﨑
健
次
、
児
嶋
勇
典

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

職
員
　
杉
本
年
美

【
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
】
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小こ
に
し西

　
琢た
く
や也

（
一
般
）

情
報
課

今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を

生
か
し
、
職
務
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す

須す
が
た方

　
駿
し
ゅ
ん
す
け介

（
農
政
）

農
地
整
備
課

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
ば
か

り
の
若
輩
者
で
す
が
、
刻
苦

勉
励
頑
張
り
ま
す

箕み
の
う
ら浦

　
彰し
ょ
う
こ子

（
農
政
）

農
林
振
興
課

生
ま
れ
育
っ
た
南
あ
わ
じ
市

に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

沖お
き

　
　
香か
お
り

（
幼
稚
園
）

湊
幼
稚
園

心
配
り
、
気
配
り
、
目
配
り
、

耳
配
り
を
意
識
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す

稲い
な
や
ま山

　
絵え

み美
（
保
育
）

広
田
保
育
園

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
し
、
毎
日
笑
顔
が
溢
れ
る

保
育
を
目
指
し
ま
す

村む
ら
か
み上

　
奈な

な々

（
一
般
）

長
寿
福
祉
課

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

る
よ
う
、
向
上
心
を
忘
れ
ず

に
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す

川か
わ
か
み上

　
幸さ
ち
え恵

（
一
般
）

健
康
課

至
ら
な
い
点
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す

長は

せ谷
　
佑ゆ

め愛
（
一
般
）

市
民
課

南
あ
わ
じ
市
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
何
事
も
全
力

で
取
り
組
み
ま
す

土ど

い居
　
美み

ほ帆
（
保
育
）

北
阿
万
保
育
所

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
大
切

に
し
、
何
事
も
楽
し
く
取
り

組
め
る
保
育
を
し
ま
す

前ま
え
だ田
亜あ

や

か
耶
華
（
保
育
）

ち
ど
り
保
育
所

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
笑
顔
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す

松ま
つ
ざ
き﨑

　
宏ひ
ろ
み美

（
一
般
）

税
務
課

常
に
向
上
心
を
持
っ
て
業
務

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す 久く

ぼ保
友ゆ

き

こ
紀
子
（
一
般
）

市
民
課

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

佐さ
と
う藤

　
　
航こ
う

（
保
育
）

神
代
保
育
所

子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
遊

ん
で
笑
っ
て
、
毎
日
体
当
た

り
で
頑
張
り
ま
す

森も
り
た
か高

　
愛あ
ゆ
み弓

（
保
育
）

榎
列
保
育
所

笑
顔
を
大
切
に
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

竹た
け
う
ち内
ま
り
の
（
一
般
）

秘
書
課

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
精
進

し
ま
す

向む
か
え

　
登と
し
み
つ

志
光
（
保
育
）

阿
万
保
育
所

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

 

森も
り

　
　
愛あ
い
か華

（
保
育
）

市
保
育
所

常
に
学
ぶ
気
持
ち
で
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す

岡お
か
だ田
明あ

す

み
日
美
（
一
般
）

社
会
教
育
課

市
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
、
何
事
に
も
誠
実

に
取
り
組
み
ま
す

奥お
く
の野
み
の
り
（
幼
稚
園
）

伊
加
利
こ
ど
も
園

一
期
一
会
の
思
い
で
人
と
接

し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
前
向

き
に
取
り
組
み
ま
す

林は
や
し

　
　
眞ま

き輝
（
保
育
）

賀
集
保
育
所

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
い
っ

ぱ
い
で
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す

西に
し
の野

　
実み

き希
（
一
般
）

ふ
る
さ
と
創
生
課

笑
顔
で
元
気
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す

橋は
し
も
と本

　
知と
も
か佳

（
一
般
）

福
祉
課

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
一
日
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
て
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

落お
ち
あ
い合
有あ

す

か
寿
加
（
幼
稚
園
）

学
校
教
育
課

子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
考
え

を
大
切
に
し
、
自
分
ら
し
い

保
育
を
頑
張
り
ま
す

雨あ
ま
づ
つ
み堤

　
裕ひ
ろ
こ子

（
保
育
）

八
木
保
育
所

豊
か
な
心
を
育
み
、
安
心
し

て
過
ご
せ
る
保
育
を
目
指
し

ま
す

孝こ
う
だ田

　
　
歩
あ
ゆ
み

（
一
般
）

農
業
委
員
会
事
務
局

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
々
に
暮

ら
し
や
す
い
と
実
感
し
て
頂

く
た
め
尽
力
し
て
参
り
ま
す

坂さ
か
も
と本

　
和か
ず
や哉

（
一
般
）

体
育
青
少
年
課

市
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
一
生
懸
命
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 パソコンによる
　 申請

　 まちなかの
　 証明用写真機
　 による申請

個人番号カード交付申請書に署名または記名・
押印し、顔写真を貼り付けます。

交付申請書の内容に間違いがないか確認し、送
付用封筒に入れて、郵便ポストに投函します。

デジタルカメラで顔写真を撮影し、パソコンに
保存します。

交付申請用の WEB サイトにアクセスします。画
面にしたがって必要事項を入力し、顔写真を添
付して送信します。

スマートフォンのカメラで顔写真を撮影します。

交付申請書の QR コードを読み込み申請用
WEB サイトにアクセスします。画面にしたがっ
て必要事項を入力の上、顔写真を添付し送信し
ます。

タッチパネルから「個人番号カード申請」を選
択し、撮影用のお金を入れて、交付申請書の
QRコードをバーコードリーダーにかざします。
 

画面の案内にしたがって、必要事項を入力し、
顔写真を撮影して送信します。

※通知カードは必ず切り離して保管してください。
※送付用封筒がない場合は、「〒 219-8650 日本
　郵便株式会社 川崎東郵便局　郵便私書箱第２号
　地方公共団体情報システム機構 個人番号カード
　交付申請書受付センター 宛」にお送りください

　個人番号カードの有効期間は、原則、
カード発行後 10 回目の誕生日（20 歳
未満の人は、5 回目）までとなります。有
効期間を最大限に活用するには、誕生日
の数日前に申請するのが一番です。お急
ぎでない場合は、誕生日を基準に申請さ
れることをおすすめします。
( 注 ) 外国人住民の有効期限は、在留資
格・在留期間満了日等により異なります。

○　個人番号を証明する書類
○　本人確認の際の身分証明書
○　各種行政手続きのオンライン申請
○　証明書のコンビニ交付サービス
　 ※７月１日から南あわじ市でもスタート。
       詳しくは広報６月号に掲載します　

個人番号カードの利点

※市民課窓口でお渡しする個人番号カード交付申
　請書（A4 サイズ）は使用できません

※市民課窓口でお渡しする個人番号カード交付申
　請書（A4 サイズ）は使用できません

※まちなかの一部の写真機のみ申請可

※交付申請書に記載の申請書 ID（半角数字 23 桁）
　を入力してください。申請書 ID に誤りがあると正
　しくカードが発行されませんので、お間違いのな
　いよう入力してください

マイナンバー制度についてのお問合せ 0120-95-0178　※平日 9:30 ～ 20:00　土日祝 9:30 ～ 17:30（年末年始を除く）

　 郵便による申請❶

　 スマホによる申請❸ ❹

❷

平
成
　
年
度

新
規
採
用
職
員
の
紹
介
※
一
般
＝
一
般
行
政
職
、
農
政
＝
農
政
事
務
職
員
　

　
保
育
＝
保
育
士
、
幼
稚
園
＝
幼
稚
園
教
諭

～　初回交付（電子証明書含む）は無料！　～

簡単！個人番号（マイナンバー）カードの申請方法

申請書は？申請する前に必ず確認！　問市民課☎43-5212

　個人番号カード交付申請書は通知カードに同封されています。記載された内容（氏名・住所・ふりがな等）に
変更があった申請書は使用できませんのでご注意ください。申請書を紛失した人や記載内容に変更があった人は、
市民課窓口で新しい申請書（Ａ4 サイズ）の受取が必要です。本人または同一世帯員が申請書の受取をするこ
とができますので、写真付の本人確認書類等をお持ちのうえ、お申し出ください。( 平日の開庁日のみ対応 )

個人番号カード　申請 検索

８

～　誕生日を迎えたら、個人番号カードをつくろう !　～

便 利 な 個 人 番 号（ マ イ ナ ン バ ー） カ ー ド
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
・
家
具
の
転
倒
な

ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
被
害

を
受
け
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。

　

い
つ
大
き
な
地
震
が
起
き
て

も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
耐
震
改

修
し
て
住
宅
を
補
強
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

下
の
「
簡
易
耐
震
診
断
」
を
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は
？

　

認
知
症
専
門
医
と
専
門
知
識
を
も

つ
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

認
知
症
の
人
（
疑
い
の
あ
る
人
）

や
そ
の
ご
家
族
を
訪
問
し
相
談
に
応

じ
ま
す
。
病
院
受
診
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
、
家
族
へ
の
支
援
な
ど
の
初
期
支

援
を
包
括
的
・
集
中
的
に
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
？

　

40
歳
以
上
で
、
自
宅
で
生
活
を
し

て
お
り
、
認
知
症
の
症
状
な
ど
で
お

困
り
の
人
で
す
。

※
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥

獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟
免
許
が
必
要
で

す
。
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
す
る
人

を
対
象
に
し
た
初
心
者
講
習
会
も
開

催
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験

▽
試
験
日　

７
月
29
日
（
土
）

▽
内
容　

わ
な
猟

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
申
込
期
間　

６
月
５
日
（
月
）
～

23
日
（
金
）

※
別
日
程
で
島
外
開
催
も
あ
り
ま
す

の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

初
心
者
講
習
会

▽
対
象　

狩
猟
免
許
試
験
受
験
者

▽
内
容　

網
・
わ
な
猟
の
知
能
・
技

能
に
関
す
る
こ
と

▽
講
習
日　

６
月
24
日
（
土
）

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館

▽
申
込
期
限　

　

５
月
26
日
（
金
）

※
新
規
の
狩
猟
免
許
取
得
者
に
は

　

取
得
経
費
の
助
成
制
度
あ
り

　

セ
コ
ム
が
提
供
す
る
「
コ
コ

セ
コ
ム
」
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

認
知
症
で
徘
徊
行
動
が
あ
る
人

に
位
置
検
索
専
用
機
能
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
を
持
っ
た
機
器
を
貸
し
出

し
、
そ
の
初
期
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
65
歳
以
上
の
徘
徊
の
見
ら

れ
る
認
知
症
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族

助
成
内
容　

登
録
時
の
費
用
、

充
電
器

※
基
本
料
金
、
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

購
入
費
（
必
要
時
）、
情
報
提

供
料
金
、
徘
徊
検
索
時
の
現
場

急
行
料
は
対
象
者
の
自
己
負
担

申
込
手
順　

市
役
所
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
、

貸
し
出
し
を
受
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い

 

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者

（
生
鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢

の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ

わ
じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に

盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

 

詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直

接
お
電
話
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

平
成
17
年
度
に
第
１
次
行
財

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
以

降
、
積
極
的
に
行
財
政
改
革
に

取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
た
び

南
あ
わ
じ
市
行
財
政
改
革
審
議

会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
き
、
平

成
33
年
度
ま
で
の
5
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
第
３
次
南
あ
わ

じ
市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

第
３
次
大
綱
で
は
基
本
目
標

を
「
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財

第
６
回
手
し
ご
と
市

あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ

「
み
な
い
こ
マ
ル
シ
ェ
」

▽
日
時　

５
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▽
内
容　

手
し
ご
と
作
品
（
革

小
物
・
布
小
物
・
雑
貨
）、

多
肉
植
物
の
仕
立
て
直
し
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ほ
か

▽
出
店
者　

17
ブ
ー
ス（
予
定
）

※
こ
の
事
業
の
収
益
金
の
一
部

は
犬
猫
の
保
護
基
金
に
使
用

問
あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ

　

実
行
委
員
会 

☎
０
９
０
・
５

　

１
５
２
・
８
４
５
２
（
三
木
）

政
運
営
」「
役
割
分
担
の
見
直

し
・
行
政
と
民
間
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、今
後
は

「
市
民
参
画
と
役
割
分
担
」「
事

務
事
業
の
取
捨
選
択
」「
公
共

施
設
の
最
適
化
」
の
３
つ
の
柱
に

沿
っ
て
、
行
政
と
民
間
の
協
働

に
よ
る
効
率
的
で
効
果
的
な
行

財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
大
綱
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
各
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

進めよう「住まいの耐震化」 認知症初期集中
支援チームがサポート

狩猟免許試験の案内

徘徊高齢者 IT ケアネット美
み

菜
な

恋
こい

来
こい

屋
や

出荷者募集
＆イベント案内

問都市計画課☎ 43-5227
（試験）問淡路県民局森林課☎ 26-2103
（講習会）問県猟友会☎ 078-361-8127

ひょうご住まいの耐震化促進事業のご案内

問美菜恋来屋☎ 43-3751

案内
案内案内

案内
お知
らせ

住宅耐震化補助

部分型耐震化補助

住宅建替補助

防災ベッド等設置助成

１. 住宅耐震改修計画策定費補助金

１. 簡易耐震改修工費費補助

２. 住宅耐震改修工事費補助金

２. シェルター型工事費補助

３. 屋根軽量化工事費補助

耐震診断・耐震改修計画策定に要する費用

耐力壁の設置、屋根の軽量化、基礎や床面の補強。
耐震改修を行う部屋の内装工事に要する費用

対象住宅への県が認める耐震シェルターの設置
に要する費用

対象住宅の屋根を軽量化する工事に要する費用

耐震性能を改善するための耐震診断、耐震改修
計画策定及び耐震改修工事に要する費用

対象住宅の現地建替えに要する費用

（※応募戸数５件）

対象住宅への防災ベッド等の設置に要する費用

※各補助内容の詳細については都市計画課まで
　お問い合わせください

◆簡易耐震診断（無料）

「住まいの耐震化」を検討！

　都市計画課にお申込みいただくと、
後日診断員を派遣します。

「次に何をしたら良いの？」について
は、簡易耐震診断を実施した診断員
がお答えします。左の様々な補助メ
ニューをご活用ください。

※対象住宅は昭和 56 年５月以前に
　着工した住宅

「危険」「やや危険」と診断されたら

募集 第３次行財政改革
大綱を策定

平成 29 年度選挙日程

問財政課☎ 43-5209

問市選挙管理委員会事務局☎ 43-5004
お知
らせ

お知
らせ

ここ！

兵庫県知事選挙

告示日：６月15日（木）
投票日：７月　２　日（日）

南あわじ市議会議員選挙

告示日：10 月22日（日）
投票日：10 月29日（日）
※立候補予定者説明会　

８月20日（日)　午後2時～

問長寿福祉課（地域包括支援センター）☎ 43-5237

問長寿福祉課（地域包括支援センター）☎ 43-5237

地域包括支援センターなど

認知症初期
集中支援チーム

認知症初期集中支援
チームの活動

・医療機関の受診
・介護サービスの提供
・家族へのサポート

訪問
自　宅 看護師

保健師 ら

日常の支援、
診療への引き継ぎ

１

２

３ ４

本人・家族本人・家族

医師

社会
福祉士
社会
福祉士

お知らせ
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高
齢
者
の
見
守
り
事
業
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。
協
力
事
業
者
に

は
高
齢
者
へ
の
接
客
業
務
や
高
齢

者
世
帯
へ
の
配
達
業
務
な
ど
を
通

じ
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
営
め
る
よ
う
に
見
守
り
の

ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

淡
路
瓦
を
使
用
し
た
個
人
住

宅
の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築

主
に
対
し
「
淡
路
瓦
屋
根
工
事

奨
励
金
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
人
）

❶
新
築
・
改
築
後
２
年
以
内

❷
屋
根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上

の
住
宅
で
、
葺
き
替
え
の
場

合
は
瓦
使
用
部
分
の
80
％

以
上
を
葺
き
替
え

❸
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
は

住
居
部
分
が
２
分
の
１
以
上

❹
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
）
に
加
入

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
Ｏ

１
５
７
・
Ｏ
26
な
ど
）
は
下
痢

や
強
い
腹
痛
・
血
便
な
ど
の
症

状
を
起
こ
し
ま
す
。
感
染
力
が

強
く
、
特
に
抵
抗
力
の
弱
い
子

ど
も
や
高
齢
者
は
重
症
に
な
り

や
す
い
感
染
症
で
す
。

　

淡
路
地
域
は
、
毎
年
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
肉

の
生
食
を
避
け
、
手
洗
い
を
徹

底
し
て
感
染
を
し
っ
か
り
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　

市
全
域
で
活
動
す
る
第
１
層
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
加
え
、
概
ね
小

学
校
区
域
で
活
動
す
る
「
第
2
層
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
今
年
４
月

か
ら
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

２
人
配
置
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
高
齢
者

な
ど
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
支
え
あ

い
の
仕
組
み
作
り
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

地
域
で
の
困
り
ご
と
や
活
動
し
て
い
る

こ
と
、
何
か
や
っ
て
み
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
れ
ば
、
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

福
良
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
、
デ
ッ
カ

イ
ジ
オ
ラ
マ
模
型
（
３
ｍ
×
３
ｍ
）
を
見

な
が
ら
大
学
生
と
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん

か
？
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

▽
日
時　

５
月
20
日（
土
）～
27
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
8
時　

※
21
日
（
日
）
の
み
午
後
５
時
ま
で

▽
会
場　

福
良
地
区
公
民
館

◆
防
災
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
（
無
料
）

　

～
東
北
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
～

▽
日
時　

５
月
20
日
（
土
） 

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

▽
講
師　

姥
浦
道
生
准
教
授
（
東
北
大

　

学
）、
牧
紀
男
教
授
（
京
都
大
学
）

▽
会
場　

福
良
地
区
公
民
館

　

中
学
校
２
年
生
が
、
市
内
の
各
事

業
所
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
、
実
社
会
に
飛
び
込
み
、
様
々
な
仕

事
や
体
験
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
・
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
日
程

❶
三
原
中
学
校
＝

　

５
月
15
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）　

❷
南
淡
中
・
沼
島
中
学
校
＝

　

５
月
22
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）　

❸
倭
文
中
・
西
淡
中
・
広
田
中
学
校
＝

　

９
月
11
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）　

　

南
あ
わ
じ
市
や
淡
路
島
の
ル
ー
ツ
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
企
画
デ
ザ
イ
ン
、
魅
力

発
信
方
法
、
商
品
開
発
等
を
考
え
実
践

し
て
み
た
い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
招
き
、
農
業
、

漁
業
、
商
工
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
人
が
集
り
、
松

帆
銅
鐸
や
日
本
遺
産
を
活
用
し
た
新
し

い
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。
個
人
、

企
業
、
団
体
等
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
疑
問
点
、
ご
意
見
な
ど
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
社
会
教
育
課
に
設
置

応
募
締
切

▽
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

協
力
事
業
者
（
協
定
締
結
日
）

　
　
　

※
平
成
29
年
４
月
現
在	

◆
生
活
協
同
組
合　

コ
ー
プ
こ

　

う
べ　
（
平
成
25
年
５
月
）

◆
ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社

　
（
平
成
28
年
５
月
）

◆
株
式
会
社
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ

　

ン
・
ジ
ャ
パ
ン

　
（
平
成
28
年
５
月
）

❺
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

奨
励
金
額　

屋
根
工
事
費
の

20
％
以
内
の
額
と
定
め
て
い
ま

す
。（
た
だ
し
、
面
積
に
よ
り

上
限
が
あ
り
ま
す
）

対
策

◆
食
品
は
十
分
加
熱
（
75
℃
１

分
以
上
）
し
ま
し
ょ
う
。

◆
焼
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す

る
と
き
は
、
生
肉
を
扱
う
箸

と
食
べ
る
箸
を
区
別
し
ま

し
ょ
う
。

◆
食
事
を
作
っ
た
り
、
食
べ
た

り
す
る
前
に
は
必
ず
良
く
手

を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

高齢者見守り事業協力事業者の募集 淡路瓦屋根工事奨励金

第２層生活支援
コーディネーターを配置

福良地区防災まちづくり
ワークショップ

トライやる・ウィーク
にご協力を！

“歴史”や“ルーツ”を
テーマにメンバー募集

問長寿福祉課（地域包括支援センター）☎ 43-5237

高齢者見守り事業の流れ

問商工観光課☎ 43-5221

※平成 28 年 4 月以降の着工の場合 

問ひょうご震災記念 21世紀研究機構（磯村）☎ 080-1901-9872 問学校教育課☎ 43-5231問社会教育課☎ 43-5232

  TEL ／ 0799-45-0171 （代） 　 0799-45-0012     FAX ／ 0799-45-1814

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

６０歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

・健康のために身体を動かしたい
・いくらかの収入を得たい
・社会参加したい
など、働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

　

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防

（高齢者）
（在宅介護センター）
（地域包括支援センター）

※連携して対応

（協力事業者） （警察、救急等）

①訪問時などに
　高齢者の異変を察知
①訪問時などに
　高齢者の異変を察知

②緊急時には緊急対応

③通報

⑤結果報告 必要に応じて
連携

④状態確認、支援の開始

募集

募集募集
お知
らせ

お知
らせ

案内

屋根工事
面積

屋根工事費の
20% 以内の額

150㎡以上 20万円

110㎡以上
150㎡未満

15万円

110㎡未満 10万円

腸管出血性大腸菌感染症
問洲本健康福祉事務所健康管理課☎ 26-2062

お知
らせ

お知らせ

問長寿福祉課（地域包括支援センター）☎ 43-5237
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～　
離婚、相続、借金問題のご相談は ･･･

ひまわり基金あわじ法律事務所
弁護士  加賀山 瞭（兵庫県弁護士会所属）

淡路市志筑新島 6-10 フジノビル２階

電話　0799（62）0260

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
相
談

や
苦
情
を
受
付
け
、
相
談
員
が

助
言
や
情
報
提
供
を
行
い
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
消
費
生
活
に
関
す
る
出
前

講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、
還
付
金
等

詐
欺
、
未
公
開
株
詐
欺
な
ど
特

殊
詐
欺
の
手
口
は
、
年
々
巧
妙

化
複
雑
化
し
て
お
り
被
害
者
の

中
に
は
だ
ま
さ
れ
て
も
気
づ
き

に
く
い
人
や
、
泣
き
寝
入
り
な

ど
諦
め
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
高
齢
者
は
悪
徳
業

者
に
狙
わ
れ
や
す
く
、
一
度
被

害
に
遭
う
と
２
次
被
害
へ
と
つ

な
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
多
重
債
務
で
お
困
り
の
人

や
購
入
し
た
商
品
に
不
安
を
感

　

農
業
に
関
わ
り
を
持
つ
女
性

に
対
し
て
野
菜
等
の
新
品
種
の

導
入
や
新
商
品
の
開
発
、
ま
た

は
食
育
・
食
農
・
農
業
雑
誌
等

の
発
行
な
ど
農
業
に
か
か
わ
る

活
動
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
農
業
に

か
か
わ
る
女
性
４
人
以
上

で
組
織
す
る
グ
ル
ー
プ

▽
募
集
期
間　

５
月
１
日（
月
）

か
ら

※
採
択
額
が
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
終
了

▽
応
募
方
法　

申
請
書
お
よ

び
、
活
動
計
画
書
な
ど
の
関

係
書
類
を
添
付
し
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　

２
月
14
日
、
吉
備
国
際
大
学

で
「
農
業
女
子
フ
ェ
ス
会
」
が

行
わ
れ
、
県
女
性
農
漁
業
士
の

藤
木
悦
子
さ
ん
の
基
調
講
演

と
、
平
成
28
年
度
農
業
女
子
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
10
グ
ル
ー

プ
代
表
者
に
よ
る
活
動
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
新
品
種
野

菜
の
栽
培
や
新
商
品
の
開
発
、

ト
ラ
ク
タ
ー
等
取
扱
い
講
習
の

参
加
、
昔
な
が
ら
の
料
理
作
り

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
様
々

で
、
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
連

帯
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
も
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上

で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

 

【
所
得
の
目
安
】

 

１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
昨
年
度
に
保
険

料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
今
年
度
も
引

き
続
き
在
学
予
定
の
人
へ
は
、
４
月
始
め
に
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と
で
、

今
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
は
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
）

　

な
お
、
今
年
度
は
学
生
納
付
特
例
を
利
用

せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
明
石
年
金
事
務
所

（
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
（
※
要
予
約
・
先
着
24
人
）　

▽
日
時　

6
月
2
日
（
金
）　

　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
２
階
第
５
会
議
室

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

じ
た
な
ど
商
品
事
故
に
関
す
る

相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▽
開
設
曜
日　

月
曜
～
金
曜
日

※
祝
日
は
除
く

▽
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
４
時

◆
消
費
者
月
間
講
演
会

▽
日
時　

5
月
27
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
入
場
料　

無
料

▽
演
題　

笑
っ
て
学
ん
で
ス
ッ
キ

　

リ
！　

い
き
い
き
生
活
術

▽
講
師　

松
尾
や
よ
い
氏

　
（
夢
こ
ら
ぼ
）

※
パ
ネ
ル
展
示
、
商
品
テ
ス
ト

　

体
験
学
習「
紫
外
線
防
止
グ
ッ

　

ズ
の
効
果
」
同
時
開
催
予
定

５月は消費者月間です！農業女子グループに活動経費を助成　

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

「ちょっと待て！はてなと思えば　まず相談」 問市消費生活センター☎ 43-5099

平成 28 年度相談件数 154 件のうち
相談内容別表（上、上位５件）および
相談年代別表（下）

問農林振興課☎ 43-5223

問明石年金事務所☎ 078-912-4980

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

相談内容 件数
１ 放送・コンテンツ等  31

２ インターネット通信サービス  15

３ 商品一般  12

４ 生命保険    6

５ 工事・建築・加工    5

相談年代 件数
１ 60代  45

２ 70代  30

３ 50代  24

４ 40代  14

５ その他・不明  41

　

４
月
1
日
よ
り
ｅ
ｏ
光
テ
レ
ビ
で
も
さ

ん
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
等
の
『
南
あ
わ
じ
市
自

主
放
送
番
組
』
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ｅ
ｏ
光
で
は
、
従
来

の
⑪
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
⑫
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

変
わ
り
ま
す
。

　

ｅ
ｏ
光
テ
レ
ビ
を
ご
利
用
の
人
で
、
リ

モ
コ
ン
の
⑫
で
『
自
主
放
送
』
が
映
ら
な

い
場
合
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
ス
キ
ャ
ン

が
必
要
で
す
。

　

再
ス
キ
ャ
ン
方
法
は
、
テ
レ
ビ
や
レ

コ
ー
ダ
ー
の
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。「
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
各
機
器
の
メ
ー
カ
ー
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
事
業

は
、
平
成
32
年
3
月
31
日
に
ケ
イ
・
オ

プ
テ
ィ
コ
ム
が
提
供
す
る
ｅ
ｏ
光
テ
レ

ビ
へ
移
行
し
ま
す
。
市
で
は
円
滑
な
移

行
を
促
進
す
る
た
め
、
早
期
に
切
り
替

え
工
事
が
完
了
し
た
人
へ
奨
励
金
（
４
，

７
２
５
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
、
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ご
と
に
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
お
早
め
に

お
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

eo 光テレビ加入者へ
チャンネル再スキャンのお願い！

農業女子プロジェクト事業「農業女子は農業好き！！」

eo 光テレビへの
早期移行者へ奨励金

問さんさんネット☎ 43-2345 問 eo 光テレビお問合せ窓口☎ 0120-919-151

お知
らせ

お知
らせ

帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

◆
縦
覧
の
期
間
　

　

５
月
31
日
（
水
）
ま
で

　
　

※
土
日
祝
日
除
く

◆
対
象
帳
簿

　

❶
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

◆
縦
覧
で
き
る
人　

　

土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者

問
税
務
課

  

☎
43
・
５
２
１
３

29
年
度

固
定
資
産
税

◆
農
業
女
子
会
ニ
ュ
ー
ス

農
業
女
子
グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
新
品

種
野
菜
の
栽
培
な
ど
の
活
動
を
発
表

農業女子会フェス会に参加した農業女子グループメンバーら

お知らせ
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情
報
瓦
ば
ん

市
臨
時
職
員
の
募
集

（
雇
用
対
策
事
業
）

　

雇
用
対
策
事
業
で
は
厳
し
い
雇

用
情
勢
の
な
か
就
労
を
希
望
す
る

人
に
就
業
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
ま
た
市
の
業
務
を
補
完
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

▽
業
務
内
容　

道
路
や
公
園
等
の

市
有
施
設
の
草
刈
や
清
掃
業
務

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
対
象
者　

❶
高
校
卒
業
以
上
❷

普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ
Ｔ

限
定
不
可
）

▽
賃
金
等　

月
額
15
万
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保

険
に
加
入

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
土
日
祝
は
休

み
）

▽
任
用
期
間

　

平
成
29
年
６
月
１
日
～

　

翌
年
３
月
31
日（
更
新
な
し
）

▽
申
込
期
限　

５
月
12
日（
金
）ま

で（
平
日
の
み
）

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入（
写
真
貼
付
）

し
、総
務
課（
市
役
所
３
階
）ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
。

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
試
験
日　

５
月
中
旬

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

市
臨
時
職
員
の
募
集（
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
教
室
指
導
補
助
員
）

▽
雇
用
人
数　

1
人

▽
雇
用
期
間　

6
月
～
9
月
で
教

育
委
員
会
が
指
定
す
る
日（
変

則
勤
務
）

▽
勤
務
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫

▽
業
務
内
容　

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
指

導
補
助
及
び
舟
艇
整
備
作
業

▽
雇
用
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円

▽
応
募
要
件　
　

小
型
二
級
船
舶

免
許
所
持
者
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
可
能

▽
申
込
締
切　

5
月
12
日（
金
）

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は

郵
送

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

問
体
育
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

　
市
嘱
託
職
員
の
募
集

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

▽
職
種　

❶
主
任
介
護
支
援
専
門

員
❷
社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
人

▽
採
用
要
件　

❶
同
専
門
員
研

修
修
了
者
❷
同
有
資
格
者
ま
た

は
、介
護
支
援
専
門
員
の
業
務

経
験
が
３
年
以
上
か
つ
高
齢
者

の
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談
援

助
業
務
に
３
年
以
上
従
事
し
た

人
。❶
❷
共
通
要
件
と
し
て
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
年

齢
60
歳
未
満　
　
　
　
　

▽
募
集
人
数　

❶
１
人
❷
１
人

▽
任
用
期
間　

６
月
1
日
～
翌
年

３
月
31
日

▽
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

▽
賃
金　

月
額
18
万
７
６
０
０
円

交
通
費
は
別
途
支
給

※
社
会
保
険
、雇
用
保
険
、労
災
保

険
あ
り

▽
勤
務
場
所　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
市
役
所
）

▽
申
込
方
法　

市
販
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、資
格

証
、運
転
免
許
証
の
写
し
と
あ

わ
せ
て
持
参
ま
た
は
郵
送

▽
受
付
期
間

　

5
月
１
日（
月
）～
21
日（
日
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
３
７

慶
野
松
原
荘

臨
時
職
員
・ア
ル
バ
イ
ト
募
集

▽
内
容　

❶
応
接
員（
パ
ー
ト
）

　

❷
客
室
清
掃（
ア
ル
バ
イ
ト
）

▽
時
給

　

❶
１
０
０
０
円
❷
８
５
０
円

※
❶
❷
と
も
交
通
費
支
給

※
❶
の
み
社
会
保
険
加
入

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

視
覚
障
が
い
者
対
象
パ
ソ
コ
ン

教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い
の
あ

る
人
を
対
象
と
し
た
「
パ
ソ
コ
ン

教
室
」
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

毎
月
１
回
で
5
月
20
日

（
土
）か
ら
開
始
。午
後
１
時
～

３
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
内
容　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
補
助

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
湊
団
地（
湊
）

　

１
戸
、
Ｂ
棟
１
０
５
号
、
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、
単
身
不
可
、
平
成
元
年
度

建
築
。
家
賃
月
額
１
万
６
８
０
０

円
～
３
万
３
１
０
０
円
（
共
益

費
別
途
）

▽
阿
那
賀
団
地（
阿
那
賀
）

　

１
戸
、
Ａ
―
２
棟
２
０
２

号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不

可
、
平
成
２
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
１
万
８
３
０
０
円
～

３
万
５
９
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
月
額

２
５
０
０
円

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、
ぼ
た
ん
棟
３
０
２

号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不

可
、
平
成
11
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
２
万
６
２
０
０
円
～

５
万
１
４
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
月
額

２
５
０
０
円

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
受
付
期
間　

５
月
１
日
（
月
）

～
15
日
（
月
）
ま
で
の
平
日

◇
公
開
抽
選
日　

５
月
26
日

（
金
）。
市
役
所
本
館
１
階

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

姉
妹
都
市
・
友
好
市
町
と
交
流

派
遣
団
体
の
募
集

　

市
で
は
、
国
内
の
姉
妹
都
市
・

友
好
市
町
の
各
種
団
体
と
の
民
間

交
流
を
推
進
す
る
た
め
、
友
好
親

善
に
努
め
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
団
体
に
派
遣
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

市
を
代
表
す
る
団

体（
高
校
生
以
下
）で
、年
間
１

団
体
を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
申
込
締
切 　

５
月
31
日（
水
）

▽
対
象
と
な
る
派
遣
市
町　

新
ひ

だ
か
町（
北
海
道
）、平
取
町（
北

海
道
）
、
葛
巻
町
（
岩
手
県
）
、

大
野
市（
福
井
県
）、糸
魚
川
市

（
新
潟
県
）

▽
対
象
と
な
る
派
遣
時
期

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

参
加
者
の
募
集

▽
日
時　

８
月
11
日（
金
・
祝
）

▽
場
所

　

中
央
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル

▽
歌
唱
費

　

３
５
０
０
円（
２
コ
ー
ラ
ス
）

▽
募
集
人
数　

約
１
０
０
人

▽
内
容　

収
益
金
の
一
部
は
、社

会
福
祉
活
動
や
南
あ
わ
じ
市
の

子
ど
も
た
ち
に
生
の
音
楽
を
届

け
る
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

市
役
所
・
各
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙

で
、社
会
教
育
課
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

５
月
15
日（
月
）～

６
月
30
日（
金
）

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

文
化
体
育
館
の
受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員　

６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
日
時

　
※
講
習
時
間
は
約
１
時
間
30
分

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成

補
助
事
業
の
募
集

　

明
日
を
担
う
少
年
少
女
の
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
の
形
成
に
向

け
、
市
内
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育

成
団
体
に
活
動
費
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

▽
申
込
期
限

　

５
月
26
日（
金
）必
着

▽
対
象
事
業　

申
請
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
主
催
す
る
事
業（
教

室
・
講
習
会
、交
流
事
業
等
）

▽
補
助
金
額　

事
業
対
象
経
費
の

補
助
率
上
限
50
％
も
し
く
は
上

限
20
万
円（
合
宿
は
30
万
円
）

▽
申
込
先　

体
育
青
少
年
課　

問
体
育
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
売
却

▽
売
却
物
件　

マ
ツ
ダ
タ
イ
タ
ン

（
２
Ｔ
ト
ラ
ッ
ク
）、初
度
登
録

年
月
＝
平
成
9
年
2
月
、車
検

満
了
日
＝
平
成
29
年
３
月
６

日
、走
行
距
離
13
万
３
８
４
km

▽
入
札
方
法　

制
限
付
き
一
般
競

争
入
札（
南
あ
わ
じ
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
個
人
ま
た
は
事
業

場
を
有
す
る
法
人
）

▽
説
明
書
配
布　

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
管
財
課

▽
入
札
書
の
提
出
方
法　

入
札
書

の
提
出
は
管
財
課
へ
持
参
等
に

よ
り
提
出

▽
入
札
書
受
付
期
間　

５
月
23
日

（
火
）～
29
日（
月
）の
平
日
、午

前
９
時
～
午
後
５
時

▽
車
両
の
公
開　

５
月
22
日（
月
）

午
後
１
時
～
５
時（
事
前
予
約

が
必
要
）

▽
公
開
場
所

　

市
役
所
第
２
別
館
裏
駐
車
場

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
管
財
課
☎
43
・
５
２
１
０

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）

▽
申
込
受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト（
原
則
）＝
６
月
19
日（
月
）

～
28
日
（
水
）
、
郵
送
ま
た
は

持
参
＝
６
月
19
日（
月
）～
21
日

（
水
）（
通
信
日
付
印
有
効
）

▽
第
１
次
試
験　

９
月
３
日（
日
）

▽
試
験
地

　

神
戸
市
・
大
阪
市
ほ
か

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」へ

問
人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　

☎
06
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１

５
月
５
日
～
11
日
は

　
　
　
児
童
福
祉
週
間
で
す

　

平
成
29
年
度
標
語
「
で
き
る
こ

と　

た
く
さ
ん
あ
る
よ　

き
み
の

て
に
」。
５
月
５
日
～
11
日
は
児

童
福
祉
週
間
で
す
。

　

国
で
は
、
子
ど
も
や
家
庭
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て

国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福

祉
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
で
の
親
子

の
ふ
れ
あ
い
、
地
域
で
の
子
ど
も

の
健
全
育
成
、
児
童
虐
待
問
題

お
よ
び
児
童
の
権
利
等
に
つ
い
て
、

社
会
全
体
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
子
ど
も
・

家
庭
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て

福
祉
事
務
所
に
家
庭
児
童
相
談
室

（
子
育
て
支
援
課
内
）
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
の
相
談
も

受
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口

　

家
庭
児
童
相
談
室（
直
通
電
話
）

　

☎
43
・
５
２
３
９

募
　
集

お
知
ら
せ

５　月 第１講習 第２講習

12 日（金）
午後２時～ 午後７時～

26 日（金）
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情報瓦ばん

17 2017.5.1発行



洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

６
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

移
住
者
交
流
会
の
開
催

　

市
内
に
移
住
し
て
き
た
人
な
ど

を
対
象
に
、
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

５
月
13
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
応
募
締
切　

５
月
11
日（
木
）

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
岸

▽
参
加
費　

３
０
０
円

▽
定
員　

15
人
程
度

※
要
予
約
、先
着
順

▽
詳
細　

h
ttp

://su
m

in
iko

.jp
/

in
d
ex.h

tm
l

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
プ
ロ
の
作
る
和
食
講
座

▽
日
時　

５
月
30
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

季
節
の
旬
を
味
わ
う
～

「
旬
店
長
」

▽
材
料
費　

１
０
０
０
円

❷
ち
り
め
ん
細
工
講
座

▽
日
時 

５
月
24
日
、31
日
の
水
曜

日　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

成
人
式
に
い
か
が
？
和

装
用
手
作
り
か
ん
ざ
し
作
り

▽
材
料
費

　

１
５
０
０
円（
２
回
込
）

▽
用
意　

ボ
ー
ル
ペ
ン
、は
さ
み

◆
第
25
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
７
日
（
日
）
ま
で

◆
土
文
芸　

淡
路
雑
俳
展

　
（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間

　

５
月
10
日（
水
）～
７
月
23
日（
日
）

◆
阿
万
風
流
踊
保
存
会
展
示（
大

踊
・
小
踊
）

▽
期
間　

８
月
31
日
（
木
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
１
５
６
回
神
代
天
体
観
測
会

「
木
星
と
ガ
リ
レ
オ
衛
星

　
　
　
　
　
　
　
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

５
月
28
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

❸
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
で
草
餅
づ
く
り

▽
日
時　

５
月
17
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
材
料
費

　

７
０
０
円（
５
個
程
度
）

◆
共
通（
❶
❷
❸
要
予
約
）

▽
定
員　

15
人

▽
申
込
締
切　

５
月
９
日（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
月
曜
日
は
休
館
日

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

M
eet the M

usic 

13

～
絵
本
と
音
楽
の
出
会
い
～

▽
内
容　

絵
本
作
家
い
わ
む
ら
か

ず
お
氏
の
14
ひ
き
シ
リ
ー
ズ
３

作
品
を
、舞
台
上
の
大
ス
ク
リ

ー
ン
映
像
と
朗
読

と
ピ
ア
ノ
連
弾
で

お
届
け
し
ま
す
。

▽
日
時

　

６
月
４
日（
日
）

　

開
演
：
午
後
２
時
～

　

開
場
：
午
後
１
時
30
分

▽
出
演
者　

朗
読
＝
浦
田
裕
美
、

ピ
ア
ノ
＝
石
塚
明
子
、ピ
ア
ノ

＝
建
部
礼
子

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、

高
校
生
ま
で
５
０
０
円

※
当
日
各
５
０
０
円
増
。２
歳
以

下
入
場
不
可

問
同
実
行
委
員
会
（
た
て
べ
）

　

☎
０
９
０
・
７
７
５
７
・
７
５
７
９

▽
日
時　

５
月
29
日（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

移
動
相
談

▽
日
時　

５
月
24
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▽
場
所

　

福
良
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０

　

F
　

26
・
１
１
７
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
館
蔵
品
展
１　

隠
元
禅
師
一
代
記

▽
期
間　

７
月
上
旬
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

◆
玉
青
館「
友
の
会
」会
員
募
集

　

平
成
29
年
度
の
「
友
の
会
」
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
会
員
の
特
典　

❶
玉
青
館
で
開

催
さ
れ
る
展
覧
会
が
無
料
で
観

覧
❷
京
阪
神
や
四
国
の
展
覧
会

情
報
を
送
付
❸
日
帰
り
の
見
学

会
な
ど
友
の
会
主
催
の
行
事
に

参
加
可

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
に
会

費
を
そ
え
て
持
参
。ま
た
は
郵

便
振
替
で
も
入
金
可
。

▽
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見

櫓
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
今
月
の
イ
ベ
ン
ト

▽
内
容　

こ
ど
も
の
日「
５
月
５

日
」、毎
講
演
の
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト

購
入
時
に
小
学
生
以
下
限
定
で

黒
子
人
形
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

５
月
９
日（
火
）、23
日

（
火
）　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄

り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
特
別
企
画

☆
中
学
生
以
下
入
場
料
無
料

▽
期
間

　

５
月
３
日（
水
）～
５
日（
金
）

☆
体
験
型
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

▽
内
容　

舞
台
裏
見
学
と
、三
味

線
や
人
形
遣
い
、浄
る
り
の
語
り

体
験（
30
分
）

▽
定
員　

先
着
20
人

▽
対
象　

当
日
午
前
11
時
10
分
の

芝
居
を
鑑
賞
さ
れ
た
人

◆
休
館
日

　

３
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
、19
日

（
金
）、20
日（
土
）、30
日（
火
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
93
回
講
習
会

▽
日
時　

５
月
６
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
29
回
・
第
30
回
講
座

▽
日
時　

５
月
11
日（
木
）、25
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

　

三
段
目
弁
慶
上
使
の
段

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
魚
彩
館

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
・
水
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
場
所　

丸
山
漁
港
内

問
魚
彩
館
☎
39
・
０
２
３
７

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
8
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

　5月の無料相談
市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　9日（火）・25日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　11日（木）13:30～15:00
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　17日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　８日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　24日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　26日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

相
　
談

文
化
・
ま
な
び

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

地
産
地
消
の
直
売
所

催
　
し

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

65
歳
未
満
で
、
離
職
（
2
年
以

内
）
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人

に
就
職
に
向
け
た
活
動
等
を
条
件

と
し
て
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

「
空
き
家
バ
ン
ク
」無
料
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

❶
５
月
12
日
（
金
）
午

後
１
時
～
４
時
、❷
５
月
21
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時
、

❸
５
月
26
日（
金
）午
後
１
時
～

４
時

▽
場
所　

❶
中
央
公
民
館
❷
美
菜

恋
来
屋
隣「
情
報
発
信
拠
点
施

設
」❸
広
田
地
区
公
民
館

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

春の山岳遭難には
気を付けて！
　春山、短い周期で変わる天気

や、わずかな時間で初夏の暑さ
から冬の寒さに変わる気温の変
化など、春の入山には十分な注
意が必要です。

南あわじ警察署
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中学硬式野球全国大会

ヤング淡路　初出場でベスト８！

３月２５日～２７日
岡山県倉敷マスカット球場

　南あわじ市を中心に活動する中学硬式野球クラブ
「ヤング淡路」が全国大会の第 25回ヤングリーグ春
季大会に初出場。１回戦、２回戦を勝ち進み、準々
決勝で敗れましたが、全国大会ベスト８の成績を残
しました。選手たちの今後の活躍が期待されます。

ヤング淡路の選手たち（倉敷マスカット球場）

【
女
子　

Ｂ
ク
ラ
ス
】

①
川
添
美
穂
・
富
永
真
渚
美

②
高
見
佐
千
子
・
柏
木
秀
子

③
岸
や
よ
い
・
竹
谷
京
子

第
21
回
宮
地
杯
南
あ
わ
じ
市

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
20
日
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

【
男
子
】

①
橋
田　

望
・
久
田
健
太
（
三
原
中
）

②
菅　

洸
貴
・
奥
野
修
士
（
南
淡
中
）

③
入
谷
俊
輔
・
村
本
直
也
（
三
原
中
）

③
前
川
竜
輝
・
藤
江
祐
貴
（
三
原
中
）

【
女
子
】

①
島
田
光
彩
・
山
本
胡
々
菜（
三
原
中
）

②
倉
渕
夕
菜
・
大
谷
奈
央
（
三
原
中
）

③
大
西
真
鈴
・
小
松
朱
里
（
南
淡
中
）

③
川
地
恭
叶
・
玉
置
美
月
（
倭
文
中
）

第
15
回
南
あ
わ
じ
市
少
年

野
球
春
季
大
会
（
３
月
５
日
～
26

日
・
三
原
健
康
広
場
・
阿
万
グ
ラ
ン
ド
）

①
神
代
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

②
お
の
こ
ろ
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以
上

を
対
象
と
し
、
大
会
主
催
者
及

び
関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供
に

基
づ
き
、
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
情
報
提
供
は
秘
書
課
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４
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０
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井い

手て

田だ

遺
跡
５

　井手田遺跡は、阿万上町・下町・塩屋町にかけて広
がる弥生～室町時代の遺跡です。平成23年に亀岡
八幡神社の北、約100ｍの地点で発掘調査を行い、
室町時代の建物跡（計８棟分）を見つけることができ
ました。
　これより古い時代の建物跡は見つかっていないこ
とから、室町時代に亀岡八幡神社周辺が大きく発展
し、今日に至っ
ていると思われ
ます。　　　

 （写真）
室町時代の建物跡

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
９
回
岡
山
県
空
手
道
選

手
権
大
会
（
３
月
12
日
・
倉
敷
市
児

島
武
道
館
）

【
組
手　

小
学
２
年
男
子
上
級
】

②
富
貴
飛
翔
（
榎
列
小
２
年
）

【
組
手　

小
学
３
年
女
子
上
級
】

②
上
田
樹
那
（
神
代
小
３
年
）

【
組
手　

幼
年
初
級
】

③
武
市
拳
斗

 

　
　 

（
八
木
保
育
所
）

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）

（
３
月
19
日
・

　

西
淡
社
教
セ
ン
タ
ー
）

【
男
子　

Ａ
ク
ラ
ス
】

①
三
宅
孝
幸
・
赤
穂　

晋

②
山
根
充
裕
・
長
瀬
直
己

③
山
口
元
康
・
井
高
直
己

【
男
子　

Ｂ
ク
ラ
ス
】

①
藤
平
昌
彦
・
武
田
大
和

②
宮
本
末
次
・
入
口
正
士

③
別
所
孝
二
・
中
山
光
正

【
女
子　

Ａ
ク
ラ
ス
】

①
牧
浦
利
恵
・
斉
藤
真
理
子

②
大
學
京
子
・
福
原
理
恵

③
勢
戸
郁
子
・
大
継
幸
代

製造業者の皆さまへ

工業統計調査
６月１日現在で行います

　平成２９年工業統計調査は、従業者４人以上
の全ての製造事業所を対象に、６月１日時点で
実施します。調査員が５月中旬からお伺いしま
すので、ご協力をお願いします。
　調査票に記入された内容は、統計の作成以外
の目的に使用されませんので、正確なご記入を
お願いします。

　今回の調査から
インターネットでの回答が
できるようになりました

経済産業省・兵庫県・南あわじ市
問秘書課☎ 43-5204

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

　寒冷地であった三内丸山
遺跡はなぜ大集落になった
のか？ヤマトタケル遠征神
話は古代路の存在を示して
いる？発見された遺跡や出
土品などももとにしながら、
その地形や立地を観察し、
古代道や海路などとの関係
も織り交ぜて検証。古代史
の謎を解き明かす。

　名作ドラマ「大草原の小
さな家」の原作「大きな森の
小さな家」を、安野光雄の絵
と訳で描きおろし。遊び心あ
ふれる美しい絵と親しみや
すい日本語訳で、アメリカの
西部開拓時代を生きた家族
の、温かく力強い暮らしを忠
実に描く。たくさんの挿絵の
ある心安らぐ本。

　日本の伝承遊びである
「おはじき」には、長く深い
歴史がある。いまも世界各
地でさまざまに遊ばれ、時代
の変化の中で独自に発展し
ている。おはじきの遊び方、
おはじき遊びで使えるわら
べうた、おはじきの歴史ま
で、カラー写真とともに紹介
する。

　広い広い工事現場に朝が
来た。５台の働く車たち、あ
くびをしながら目を覚ます。
今日も一日働くぞ。顔を洗っ
て準備ができたら、エンジン
かけて･･･ゴー！きょうから
始まる新しい工事。いったい
何を作るのかな？「おやす
み、はたらくくるまたち」の
続編。

地形と海路から解き明かす！
あなたの知らない古代史 小さな家のローラ おはじき おはよう、

はたらくくるまたち
小林智広／編集 ( 辰巳出版） ローラ・インガルス・ワイルダー／作

（朝日出版社）　
東京おもちゃ美術館／監修・文

（文渓社 )　
シェリー・ダスキー・リンカー／文
  （ひさかたチャイルド）

　５月の休館日
　毎週月曜日
　31日 ( 水 ) 月末整理日

みんなの図書館

さんさんネット　５月番組の見どころ

５月 １日（月）～

・不動尊像が取り持つ縁
    ～五色 龍宝寺と 阿万 吹上町の絆～
・あわじオープンガーデン ～第1弾～

５月 ４日（木）～ 

・淡路だんじり祭

５月 25日（木）～ 

・松帆小学校春季体育会

５月 26日（金）～

・市小学校運動会

５月 29日（月）～ 

・あわじオープンガーデン ～第2弾～  

５月１日（月） ～８日（月）

・南あわじ市ゆめるんフェスティバル
  「谷本賢一郎 わくわくファミリーコンサート」

５月８日（月） ～15日（月）

・地域福祉フォーラム「みはら福祉の集い」
  『助け上手・助けられ上手さんの秘訣とは？』

５月 15日（月） ～５月22日（月）

・第３回南あわじ市松帆銅鐸市民講座
  『謎多き銅鐸を解明するのは松帆銅鐸だ！』

５月22日（月） ～５月29日（月）

・淡路人形座国立劇場凱旋公演
  「賤ヶ嶽七本槍」～真柴久吉帰国行列の段～・
　～七勇士勢揃の段～

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 撮 っ て お き ☆

情報瓦ばん

月曜日～金曜日（週５回更新）
■放送　午前７時 30 分～、午後０時 30 分～、
　　　　午後７時 30 分～、深夜０時 30 分～

毎週月曜日　午後８時更新
■放送　午後８時～、午後１時～、午後８時～

問さんさんネット
　☎43-2345
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テ
ー
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が
ま
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 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ３日（水） 橋 田 友 孝 医師 鈴 木 俊 示 医師

 ４日（木） 福 原 正 博 医師 平 山　 毅 医師

 ５日（金） 前 田 昌 己 医師 前 田 昌 己 医師

 ７日（日） 前 田 昌 己 医師 穀 内 勇 夫 医師

14日（日） 宮 崎 美 枝 医師 畑 田 卓 也 医師

21日（日） 村 野 謙 一 医師 渡 辺　 優 医師

28日（日） 前 田 昌 己 医師 齊 藤 雅 文 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容   日    曜日　    時間 　　 場　所

阿波踊り体操
２ 火

10:00 ～
　南あわじ市
　保健センター17 水

  ５月の健康カレンダー

● 乳幼児健康カレンダー　　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 18 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（29年１月生）

30 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（28年７月生）

23 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（27年10月生）

９ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（27年２月生）

17 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（26年４月生）

16 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（24年５月生）

22 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（26年2月･26年8月生）

10 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（28年３月生） 12 金

13:30 ～ 14:00
（28年10月生） 26 金

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（28年12月生）

25 木  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 11 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 11 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

総会 18 木 　沼島総合センター

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

15 月
  ９:00 ～ 10:30

 13:00 ～ 15:00
市役所本館 1 階

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番

で小児夜間救急診療を行っています。

問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内
の洲本市応急診療所において、小児科医の輪番
による小児救急診療所を開設しています。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

16 火
10：00 ～ 12：00
13：15 ～ 16：00

市役所本館

認知症を支える家族の会　スマイル

認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいませ
んか？日ごろの思いを話し合える場です。
日　時　５月10日（水）14:00～15:00
場　所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

認知症カフェ　※申込不要

認知症カフェは認知症の人とそのご
家族、地域の皆様誰もが、気軽に参加
し、集える場です。家族が抱える介護
負担についてもスタッフが相談に応じます。
日　時　５月30日（火）13：00～16：00
場　所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

いずみ会リーダー養成講座
いきいき食育教室　受講生の募集

いきいき百歳体操
サポーター育成研修参加者募集

　健康づくりのためのバランスのよい食事のと
り方や生活習慣病予防の献立づくりなどを学び
ます。

期　間　５月29日～12月まで計11回
場　所　南あわじ市中央公民館ほか
参加費　年間１，５００円程度（実習材料費等）

問洲本健康福祉事務所健康管理課☎26-2062
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日  曜日  時間 場所               内容

 ５月 17 日 水
10:00

～
11:45

広田地区
公民館

対象：いきいき百歳体操を支援・
　　  応援してくれる人
内容：体操の目的・方法など
申込締切：５月12日（金）

 ５月 24 日 水

 ５月 31 日 水

 ６月　７日 水

問地域包括支援センター☎43-5237

　感染症は、ウイルスや細菌などにより引き起こされ

る病気のことです。

　中には、子どもの命にかかわるものや、重い後遺症

を残す恐れのあるものもあります。

　赤ちゃんは産まれる時、病気に対する抵抗力をお

母さんから分けてもらいますが、数か月程度でその

力は消えてしまいます。

　予防接種は、病気の原因となるウイルスや細菌の

毒素を弱めるなどしたワクチンを作り、これを体に

接種することで病気に対する免疫をつけます。病気

の発症を予防したり軽症化することができます。

　問健康課☎43-5218

　予防接種は何のため？

　南あわじ市の予防接種医療機関
　定期の予防接種医療機関は、市ホームページに掲

載しています。

　平成29年3月までに配布された医療機関名簿は

一部変更がありますので、お持ちの人は市ホーム

ページで確認していただくか、健康課までお問合せ

ください。

　予防接種を受ける際の注意点
　次の場合は、予防接種を受けることができません。

　① 37.5℃以上の発熱がある

　②重い急性の病気にかかっている

　③予防接種のワクチンに含まれている成分で、

　　強いアレルギー反応を起こしたことがある

　※他にも予防接種を受けるのに不適当な場合が

　　ありますので、かかりつけの医師か健康課まで

　　ご相談ください。　南あわじ市での予防接種
　予防接種法という法律に基づいて行われる「定期

予防接種」と、市の行政措置として費用の一部を負

担する「行政措置予防接種」を実施しています。

　対象となる人には個別に通知をしています。ワク

チンごとに接種年齢が異なり、また複数回受ける必

要があるものもありますので、予定を組んで受ける

ことが大事です。

予防接種を受けて
　　　子どもの健康を守ろう

健康課からのお知らせ
高齢者肺炎球菌予防接種

町ぐるみ健診を受けましょう

　今年度の定期接種に該当しない 75 歳以上の人
で、過去に市の助成を受けて高齢者肺炎球菌予防
接種を接種していない人は、行政措置予防接種と
して定期接種と同様に 3,000 円で受けることがで
きます。接種を希望される人は必ず健康課までお
問合せください。

　町ぐるみ健診の申込みを受付中です。あなたと
あなたを必要とする人のために、健診を受けま
しょう。健診は、6 月 23 日から 9 月 4 日まで。

☎43-5218

いきいき健康生活
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　若葉の美しい、さわやかな季節となりました。ゆめ
るんセンターでは、子ども達の元気いっぱいの声が
溢れています。屋外には、すべり台や乗用玩具等があ
ります。身体を十分動かしてお友達と一緒に遊びま
しょう。

　　　　

平成29年４月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場です。　
ひろば名 ５月の開設日 場所

みどり 10,19,24,26,31 市保健福祉センター

みはら 2,9,16,18,23,25 働く婦人の家

せいだん 2,9,11,16,18,23,25 湊地区公民館

なんだん 10,17,24,26,31 福良地区公民館

問ゆめるんセンター　
　（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3
　 ☎42-7703、 9：00～16：00

●人　口 48,427人（前月比－191人）
　    （男） 23,339人（前月比－ 94人）
　    （女） 25,088人（前月比－ 97人）
●世帯数 19,226世帯（前月比+12世帯）

※平成29年4月１日現在

●季節のうた アルバム　５月 ※要申込
申込・日程等

　希望の場所を決めて申込ください。
　各ひろば　10:00 ～ 10:30
費用５０円、先着１２０人、申込締切１２日
持参 : はさみ、ウエットティッシュ、新聞紙、のり、子どもの写真、
サインペンまたはクレヨン、黒の油性ペン

◆せいだんひろば　 ２３日、２５日

◆みはらひろば　　 ２３日、２５日　

◆みどりひろば　　 ２４日、２６日　　

◆なんだんひろば　 ２４日、２６日

◆ゆめるんセンター　２６日※13：00～13：30　

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

奈 良　 健
けんご

吾

南　　 琴
ことね

子

大 向　 優
ゆ い

結

北 井　 杏
あんな

奈

谷 口　 理
りつき

月

柏 木　 優
ゆ い

依

三 野　 空
くうり

璃

楓　　 詠
えいた

太

前 池　 千
ちはな

花

川 崎　 愛
めいな

菜

中 元　 一
は な

愛

眞 野　 泰
たいせい

生

石 上　　 粋
すい

廣 内　 唯
ゆいと

人

髙 岡　　 春
はる

片 上　 颯
そうが

我

仲 田　 由
ゆ な

菜

細 川　　 朔
さく

森 本　 蒼
あ お

央

上 出　 爽
そうた

太

新 宅　 心
こはね

羽

矢 野　　 蘭
らん

清 川　 隼
しゅんじ

司

稲 本　 獅
しおん

恩

下 賀　 結
ゆ の

心

男

女

女

女

男

女

男

男

女

女

女

男

女

男

男

男

女

男

女

男

女

女

男

男

女

克 彦
祐 太
正 憲
彰
太 輔
剛 司
康 弘
鎮 豪
和 泰
友 大
幸 明
祐 輔
和 哉
康 博
尚 史
健 友
右
健 太
雄 介
幸 一
勇 祐
善 和
幸 雄
清 久
大 悟

広 田
松 帆
広 田
市

榎 列
賀 集
松 帆
市

北阿万
榎 列
沼 島
市

広 田
榎 列
松 帆
湊

滋賀県
市
湊
市

榎 列
榎 列
広 田
広 田
神 代

３ 月 ９ 日
３ 月 ９ 日
３月 10 日
３月 10 日
３月 13 日
３月 16 日
３月 16 日
３月 21 日
３月 21 日
３月 22 日
３月 22 日
３月 22 日
３月 24 日
３月 24 日
３月 26 日
３月 27 日
３月 28 日
３月 29 日
４ 月 １ 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ８ 日

結婚

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日
土 居　 恒 夫
森 下　 和 美
入 谷　 義 一
勝 浦 千 惠 子
坂 東　 當 子
古 川　 博 章
野 水　 幸 子
出 水　 勝 次
乙 井　 勝 己
黒 田　 ゑ み

豊 田　 健 一
宮 本 田 鶴 子
堀 渕　　 恵
松 島　 晴 栄
仲 尾　 信 明
中 川　 市 江
若 林 た つ の
片 山 壽 美 子
中 川　 修 一
前 田 す ゑ 子

吉 村　　 正
奥 井　 孝 夫
野 上　 幸 子
井 元　 榮 子
生 垣　 良 男
浦 邉　 洋 子
鈴 木　 貞 美
赤 松　 浩 三
酒 井 登 志 子
道 上　 福 美
濱 口　 眞 吾

志 知
志 知
神 代
潮美台
北阿万
賀 集
津 井
広 田
賀 集
阿那賀

北阿万
徳島県
八 木
西宮市
阿那賀
松 帆
松 帆
市

賀 集
松 帆

福 良
市
広 田
広 田
神 代
福 良
阿 万
松 帆
志 知
津 井
榎 列

73
79
93
85
100
58
90
87
98
92

92
90
50
58
77
89
100
75
87
87

90
85
71
95
77
74
74
71
93
93
95

３ 月 16 日
３ 月 16 日
３ 月 17 日
３ 月 21 日
３ 月 21 日
３ 月 21 日
３ 月 22 日
３ 月 24 日
３ 月 25 日
３ 月 25 日

３ 月 27 日
３ 月 27 日
３ 月 29 日
３ 月 29 日
４ 月 １ 日
４ 月 １ 日
４ 月 １ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ４ 日

４ 月 ４ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ６ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 10 日
４ 月 10 日
４ 月 11 日
４ 月 14 日
４ 月 14 日
４ 月 15 日

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　　　　　　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで読み取り、
クイズに応募できます

▲

※４月号の正解は、地球。 60通の応募がありました。

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報や

さんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想

をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切 ５月１５日（月）※消印有効

　平家物語に謡われる「小宰相の局」

の命日に、毎年、伊加利多摩山にあ
る「●●塚」で局の供養祭が

行われています。
　●●に入る文字をお答えく

ださい。

（ヒントは広報 26 頁）

▲供養祭に参列した伊加利
　こども園の園児ら

広報クイズ

　クイズの正解者の中から抽

選で５人に図書カード1,000

円分をプレゼント！（当選は発

送をもって発表にかえさせてい

ただきます）

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

中野　博士（神　代）

藤江　吉弘（八　木）

高木　利彰（北阿万）

榎本　尚文（賀　集）

辻脇　直斗（倭　文）

山岡　伸夫（八　木）

千田　康二（愛知県）

松井　康晃（志　知）

坂井　康洋（八　木）

髙岡　克礼（志　知）

赤松　慎吾（姫路市）

久門　忠行（榎　列）

松下　友香（広　田）

⻆所　夕子（榎　列）

日浦　靖子（徳島県）

山本　真維（潮美台）

坂本　莉奈（洲本市）

仁里　都子（志　知）

前川　裕美（榎　列）

秦　　久絵（洲本市）

白川　友美（神　代）

中川　　恵（神戸市）

川崎　紘子（姫路市）

岸本　真緒（小野市）

３ 月 25 日

３ 月 25 日

３ 月 27 日

３ 月 30 日

３ 月 30 日

３ 月 30 日

４ 月 １ 日

４ 月 １ 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ８ 日

４ 月 11 日

４ 月 15 日

出生子育て広場

●催し　５月　※要申込
行事名 日時 場所・費用等

❶５月の
お誕生日会

22日
10:00～

ゆめるんセンター、写真撮影10時
時間厳守、100円、申込締切16日

❷ままさんぽ
Part２
南あわじじゃ
らんの旅へで
かけよう

30日
9:30～14:00

（集合9：20）

津井トンネル壁画・うずの丘・道の
駅うずしお・福良なないろ館、ゆめ
るんセンター集合、親子600円、先
着25組、申込締切２日

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）

　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 
●年齢別ひろば　５月 ※要申込
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ばなな
ぶどう

11か月～
就園まで 17 日

10:30～
　11：30

人形劇を楽しもう
ゆめるんセンター、定員50
組、100円、申込締切11日

いちご
10か月
までの赤
ちゃん

19 日
10:00～
　11：00

ベビーマッサージ
ゆめるんセンター、定員30
組、バスタオル、100円、申込
締切11日

（写真）4月12日・なんだん出前ひろば



01

02

　現在、滝川記念美術館玉青館では、同館が所蔵
する「黄檗宗祖隠元禅師一代記」全 11点を中心に、
特別展示をしています。
　作者の直原玉青画伯は、幼・少年期を淡路島で過
ごした後、大阪で画業の研鑽を積みました。東洋画
の真髄を極めるためには心の修行が必要だと黄檗
宗の僧籍に入り、その後、島内唯一の黄檗宗寺院の
国清禅寺（松帆）の住職となり復興しました。

　阿万上町地区の氏子によって保存・伝承されてき
た国指定重要無形民俗文化財の「阿万の風流大踊
小踊」。この踊りの、衣装や道具などを展示する「阿
万風流踊保存会展示（大踊小踊）」が淡路人形浄瑠
璃資料館で開催されています。
　昔、干ばつに見舞われた際に、村人たちが雨乞い
をすると、やがて恵みの雨が田畑に降り注ぎ、稲作
も順調に生育しました。この踊りは、雨を賜った感
謝の意味と、五穀豊穣・郷土繁栄を祈り、神様に奉
納されるようになったものです。起源ははっきりし
ませんが、「大踊」は室町から桃山時代、「小踊」は
三味線音楽の影響を受けており江戸時代中頃から踊
られていたと考えられます。
　同館の岸上館長は「歴史あるこの踊りを多くの人
に知っていただきたい」と話していました。展示は
８月31日までです。

玉青館で館蔵品展を開催中。７月上旬まで！

「阿万風流踊保存会展示（大踊小踊）」を開催中

01 ダイナミックに描
かれた作品を鑑賞す
る来館者。02　絵画作
品の最後を飾る 「宇治
黄檗山万福寺」。

01-02　阿万の風流大
踊小躍の衣装や道具
など、歴史と伝統を
感じることができる
展示となっています。

「黄
おう

檗
ばく

宗
しゅう

祖
そ

隠
いん

元
げん

禅
ぜん

師
じ

一
いち

代
だい

記
き

」全 11点を展示

「風
ふ

流
りゅう

踊
おどり

」の文化と歴史をPR

　今回の館蔵品展では、江戸時代初期に黄檗宗を日
本に伝えた隠元禅師の生涯を水墨で描いたスケー
ルの大きな作品で、画伯の代表作として高い評価を
受けています。
　同館の福岡学芸員は「墨の濃淡と線の強弱で表現
された、迫力ある直原芸術の世界をぜひ多くの人に
見てほしい」と話していました。

　春の全国交通安全運動期間中、市や警察、交通安全協会など各種団体
で構成する「南あわじ市交通対策協議会」では、市内から悲惨な事故を
無くすため、多彩な啓発活動を実施しました。
　４月６日、広田中山峠では恒例の街頭呼びかけを実施し、同協議会メン
バーのほか、三原中学校郷土部員８人も参加。同部員らは淡路人形の「戎
人形」を巧みに操りながら、ドライバーに交通安全グッズを手渡し、安全
運転を呼びかけました。
　４月10日、志知のマルナカ南あわじ店入口で、画面を見ながら自転車
の走行を体験できる「自転車シミュレーター」を設置し、来店した子ども
たちに自転車の安全な乗り方を指導。また、同協議会メンバーに吉備国
際大学生４人も加え、買い物客らにチラシ等を配布しながら、交通事故防
止を呼びかけました。

　平家物語に謡われる「小
こざいしょう

宰相の局
つぼね

」の命日とされる４
月18日、伊加利多摩山にある「お局塚」で、お局塚保存
会が局の供養祭を行い、関係者約30人が参列しました。
　局は、寿永３年（１１８４）一ノ谷合戦で、夫である平
通盛が討ち死にした知らせを屋島に逃げる船上で聞き、
悲しみの余り、19歳の若さで船から身を投げました。
　同保存会は、この供養祭を毎年行い、局の霊を慰める
とともに、この悲話を後世に伝えています。

４月６日～４月15日　春の全国交通安全運動を実施

伊加利多摩山のお局塚で供養祭

01 戎人形を操り安全運転を呼びかける三原中
学校郷土部員。02　自転車シミュレーターで指
導を受ける子どもたち。03　買い物客らに交通
安全チラシを配布する吉備国際大学生。04　パ
トカーと広報車４台で市内キャンペーンを実施

（4 月 14 日）。

局の霊を慰める参列者

市内で悲惨な交通事故をおこさせない

平家物語の悲話を後世に伝える保存会

01

01

02

02

03

04
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古事記のお話会を開催古事記のお話会を開催古事記のお話会を開催
　地域おこし協力隊　諏訪（左）・田之上（右）

地域おこ
し協力隊今月の

No.12

魂神社を大切にすることが郷土愛を深め、地元の活性
につながるということを認識する会となりました。
　今後も継続して古事記
を学ぶ機会を設け、神話
を通じて私たちのルーツ
を一つ一つ紐解いていく
こと。それが郷土を大切
にすること、魅力を発信
していくことに繋がると
思っています。

「2025問題・地域医療構想」

　目前に迫る超高齢化社会の課題（社会保障、

地域医療構想等）に対応する国の動向を知り、

その実現に向けた取り組みを見出すための講

演会を開催します。参加費は無料、多数のご

応募をお待ちしております。

　普段は見ることが難しい沼島の県指定文
化財を専門家のガイド付きで巡り、沼島の
歴史について学びます。

市民講座
「県指定で巡る沼島」

日　　時　５月２７日（土）

参 加 料　３００円（保険代、資料代）

　　　　　※別途船代が必要
定　　員　２０人　先着順

応募方法　５月１７日（水）までに電話で
　お申込みください。

対象文化財
○ さや状褶曲（県指定天然記念物）
○ 紺紙金銀字入大乗論（県指定文化財）
○ 尊勝法華曼荼羅（県指定文化財）
○ 神宮寺庭園（県指定名勝）
○ 石造五輪塔（県指定文化財）

参加費無料／定員２００人（先着順）

日　　時　５月２７日（土）　
　　　　　午後３時～午後４時３０分　
場　　所　緑市民センター３階大ホール

講　　師　二
ふたがわ

川　一
か ず お

男
　　　（厚生労働省事務次官）

応募締切　５月１９日（金）

応募方法　市役所庁舎及び各市民交流センタ

　ーに備え付けの申込用紙に必要事項を記入

　し、ふるさと創生課へお申込みください。

主　　催　南あわじ市

後　　援　兵庫県・洲本市・淡路市

講演会

ふるさと創生課  ☎ 43-5205 社会教育課  ☎ 43-5232

　「国生みの島」として古事記の冒
頭に淡路島が描かれていますが、古
事記を身近に感じる機会を作るため、
３月２０日、三原志知市民交流セン
ターに語り部の山田祥平氏をお招き
し、古事記のお話会を開催しました。
　淡路島の神社といえば伊弉諾神宮が有名ですが、
南あわじ市榎列には大

や ま と
和大

おおくにたま
國魂神社（二宮神社）

があり、中つ国を護る大
おおなむちのみこと
己貴命や黄泉の国を護る

素
すさのおのみこと
戔嗚尊が祀られています。

　今回のお話を通して、私たちの身近にある大和大國

28

語り部の山田氏

大和大國魂神社（榎列）

※雨天の場合、さや
状褶曲の見学は中止
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